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たえず変化を続ける社会の中で

自分の立ち位置を把握し、

しっかりと未来を見据えることが大切です。

多様な学び環境に恵まれた

高崎経済大学を分岐点に

自分の可能性を広げ、

進むべき未来を明確にしませんか。

I N T R O D U C T I O N

全国各地で活躍する卒業生の姿、本学で学生生活を送る先輩や

これから社会人として歩き始める先輩の姿、数年後の自分はどこへ向かいたいのか、

まずは見定めることが大切です。

2学部6学科体制による学び環境で、地域社会の実態を直接学ぶことができる

少人数のゼミナール教育を重視しています。

また、経済のグローバル化が進む中、

国際社会に対応できる教育環境にも力を入れています。

全都道府県から集まった多くの学生や海外からの留学生との出会いを通じて、

様々な価値観や文化に触れ合う交流拠点となっています。

また、ゼミのフィールドワークなどで学外との関わりをとおし

新しい発見や視野を広げることができます。

本学ではボランティアやNPO活動にも力を入れており、

社会貢献をとおして様々な経験を積むことができます。





　幼い頃からの、憧れであるパイロットを目指すために就職活動をし

てきました。ゼミの教授は常に自分の意見を受け入れてくれ、アドバイ

スをくださりました。特に最後、就職先を決める際には「自分のやりた

いことを追い求めればいいじゃないですか。」という言葉に助けられ、

本当に感謝しています。高経大は、47都道府県から様々な学生が集っ

ているため、多くの価値観に触れることができました。それにより広い

視野と考え方を得ました。この経験は、就職活動において自分の意見

を述べる際に、主観的な意見のみならず多角的な意見も述べることが

でき、相手との円滑なコミュニケーション力を身につけることができま

した。

日本航空株式会社 内定　
運航乗務職訓練生

伊東 大拓
経済学部 国際学科 卒業　
埼玉県・栄東高等学校 出身

　ゼミ活動で培った“話す力”と“相手の話を聞き質問する力”が就職

活動でとても役立ちました。人前で話す際の工夫や、他者の発言を普

段からメモを取り疑問を持つ習慣が身につき、就職活動での情報収

集や面接での逆質問において他の就活生と差別化ができました。大

学の4年間は学内外全ての時間で学びとなり、飲食店アルバイトで

培った目上の方へのマナーや正しい敬語の使い方、相手目線で考え行

動する力は、就職活動においてとても評価されました。キャリア支援セ

ンターの方々には沢山サポートしていただき、就職活動の悩み相談や

エントリーシートの添削など、あらゆる面において最後まで気にかけ

てくださり、状況に合わせたアドバイスや対応をしていただきました。

中央労働金庫 内定

野田 環
経済学部 経済学科 卒業　
愛知県立西尾東高等学校 出身

　私は所属していたゼミで環境教育を専門に学び、国内外での学会

発表の経験をとおして自分の考えをまとめ、相手に伝えることの楽し

さや難しさ、大切さを知りました。また、研究活動の中で様々な人達と

出会えたことは、学びへのモチベーションとなり自分自身の成長につ

ながったと考えています。これらの経験は就職活動をしていく上でも

強みとなりました。就職活動においては、キャリア支援センターに保管

されている資料をよく閲覧しました。特に先輩方が過去の試験に合格

された体験をまとめた資料などはとても参考になり、具体的なイメー

ジを持って本番の試験に臨むことができました。

埼玉県庁 一般行政 内定 

志摩 侑未
地域政策学部 地域づくり学科 卒業　
埼玉県立熊谷女子高等学校 出身

　学生生活において、サークルやアルバイトではリーダーを務め、主体

的に問題解決に取り組みました。様々なコミュニティに属することは、

自分の知見を広げることにもつながりました。この主体性が就職活動

の選考でのグループディスカッションに役立ち、面接でもアピールす

ることができました。キャリア支援センターは、就職活動に関するセミ

ナーや講義などのプログラムの積極的な支援をしています。私はU

ターン就職希望でしたので、それに関する情報を得られたことは大き

かったです。また、グループディスカッションや面接のプログラムでは、

本番さながらの演習で、どのように行えばよいのかを実践しながら学

ぶことができたので、就職活動を進める上での自信につながりまし

た。

東北電力株式会社 内定

内藤 仁
地域政策学部 地域政策学科 卒業　
福島県立須賀川桐陽高等学校 出身



江戸：　地元であることと、観光について学べる
観光政策学科があったことが決め手でした。

依田：　地元の軽井沢を観光面からではなく、自
然を通じて地域づくりしたいという思いから、地
域政策について学びたいと思っていました。そん
な中、オープンキャンパスでこの大学を訪れ、社
会教育学・生涯学習論・地域づくり教育を研究分
野にされている櫻井常矢教授を知りました。「こ
の教授のもとで学びたい！」と思ったのが1番の
理由でしたね。同時に、日本で最初に創設された
地域政策学部で学びたいとも思いました。

栗原：　僕は３つの理由があります。ひとつは、公
立大学なので学費など費用面の負担が少ないこ
と。もうひとつは、留学の助成金制度がしっかりし
ていること。そして、２年生になってから専攻の学
科に所属したりゼミを選べることですね。

宮原：　国際系の学部に進むか、経済学部に進
むか、進路に迷っていたところ、高校の先生が高
経大を教えてくれました。経済学部国際学科は、
経済と国際のどちらも学べ、加えて1年じっくりと
考えた後で、学科が選択できるというのも大きな
魅力でした。また、一度は地元の福岡から離れた
場所で暮らしてみたいという願望があったのも理
由のひとつです。

古屋：　経済学について学びたかったのと、群馬
という地に興味があったから。出身は、東京の世
田谷区で、高校の友人の多くが都市部の大学を
希望していました。私は、その逆へ進みたかった。
テレビなどで群馬の魅力の低さが茶化されてい
るのを見ていたので、その真偽を４年間で確かめ
たいと思ったんです。

森田：　その気持ち、わかるな！僕の出身は兵庫
の神戸市で、関西人にとって群馬は未知の場所。
関東のどこにあるか分からない友人も多く、高経
大への入学が決まったときは、友人たちに「俺、群
馬行くんだー」と自慢していました。知らない場所

へ行くことにワクワクしていました。高経大を選
んだ決め手は、興味があった地理や政治経済な
ど社会系について、地域政策を柱に多くのことが
学べると思ったからです。

栗原：　「ダイバーシティ極まれり」って感じです。
北海道から沖縄まで、いろいろな地域から学生
が集まっているので多様性に対して寛容になれ
る大学だと思う。その分、個性的な学生が多く、
とても面白いですよ。

依田：　学生は個性豊かですね。特にゼミでそう
感じます。所属するゼミには12名の学生がいて、
いろいろなことに興味関心をもった人が集まっ
ています。価値観の違いに触れる機会が多く、交
流の中で多様性が身についているなと感じられ
ます。とにかく学ぶ意識が高い人ばかりで感化さ
れています。

江戸：　この大学は様々な人と出会える場所だと
思います。学生同士の交流はもちろん、ゼミの
フィールドワークでは学外の方とも出会えますか
ら。自身の成長につながる、刺激が多い大学だと
思います。

依田：　江戸さんが言うように、これまでの生活
では出会えなかった人ともつながることができる
と思います。ゼミのフィールドワークではカンボ
ジアへ行きましたし、「エジプトに公民館を作ろう
プロジェクト」では現地の方とインターネットを介
して交流が持てました。

栗原：　この大学には、学生の積極性をサポート
してくれる環境が十分整っていると思う。僕は２
年の秋に交換留学でポーランドの大学に行きまし
た。留学することが高校生の時からの目標で、コ
ロナ禍で予定より早い帰国でしたが、それでも念
願が叶ってうれしかったです。助成金制度も充実
しているので、本人のやる気さえあれば、学ぶこと
をしっかり支援してくれる大学だと思いますね。

宮原：　先生方との距離が近いのも、この大学の
良さだと思います。素晴らしい研究業績をもつ先
生方なのに、とてもフランクで親しみやすい。疑
問や悩みを相談しやすく、どんな質問にも的確な
答えを返してくれます。

古屋：　そうだね、相談事には徹底的に付き合っ
てくれる。

宮原：　コロナ禍での自粛期間中、直接先生に会
えない時にはオンライン講義が始まる前に「みん
な大丈夫か？」って、必ず話しかけてくれました。

すごく支えになりました。会えないのは寂しかっ
たですが、心の距離の近さを感じることができま
した。

江戸：　高経大の先生方は、高校までの先生方よ
り、もっと距離が近いように思います。

栗原：　他には、学びに専念できる環境が整って
いることかな。図書館内の自習スペースは遅い時
間まで利用できるので、テスト前に利用している
学生が多いですね。

森田：　図書館と言えば蔵書の多さも魅力！地域
政策の勉強にとても役立っています。必要とする
本がない場合でも、お願いすれば揃えてくれると
思います。

江戸：　Wi-Fiが学内で使えるのも良いよね。私
は、パソコンを持参して調べながら勉強していま
す。

古屋：　魅力的な先生方や充実した施設はもち
ろん、この大学はいろいろが丁度良いんですよ
（笑）。キャンパスの広さが比較的コンパクトなの
で、友人たちと会いやすい。高崎駅には新幹線が
停まるので交通の便も良い。自然が近いのに、都
市部もあり、県外にも出かけやすい。他にも、都心
に比べて物価が安く、1人暮らしがしやすい。

森田：　そうそう！３万円程度でちゃんとした家
に住める。関西の友人に話すと、家賃の安さに驚
かれる（笑）。あと、大学内にバーベキュー場があ
ることかな。隠れた魅力のひとつだと思います。

栗原：　ゼミでは、データサイエンスや統計学、プ
ログラミングについて学んでいます。講義では、
データ分析系の科目や統計学、ミクロ経済学な
どを中心に履修しています。

古屋：　ゼミでは、社会保障制度について学んで
います。経済格差の現状と、その対処について研
究を深めています。

宮原：　私は、経済と国際の講義を履修し、マー
ケティングなどの経済分野と、世界情勢や歴史・
文化などの国際分野の両方を学んでいます。ゼミ
では、世界平和や男女平等、人権など、世界の時
事問題を広い視点から学び、研究しています。

森田：　僕は、都市地理学を専門とする佐藤英人
ゼミに所属し、実際に街を歩いて分析し、研究結
果をもとに地図を作成したりしています。昨年は、
恒例の海外巡検ができなかったのが心残りです

が、国勢調査などのデータや既存研究を分析す
ることで都市への理解を深めています。

依田：　ゼミでは、社会教育学・生涯学習論・地
域づくり教育をテーマに、学校以外の教育や学習
について学び、また人づくりの観点から、地域政
策や地域づくりを学んでいます。

江戸：　私は、観光の力で地域をどう活性化させ
るかという観光イノベーションについて学んでい
ます。教科書から読み解くのではなく、実際に現
地へ出向いて課題を検証し、解決策を考える能
動的な学びを実践しています。

栗原：　データサイエンティストや研究者など、
専攻分野の第一人者になりたいです。高経大は
進路の選択肢が豊富なので、在学中に自身と向
き合い、進む道をしっかり探りたいと思います。

古屋：　自分だからできるオリジナリティ溢れる
人生を送りたいですね。高校の仲間で唯一、群馬
の大学を選んだように、自分の興味を大切にやり
たい道へ進みたい。きっと楽しい人生になると、
自分を信じています。

宮原：　卒業後は、地元の福岡で就職したいと考
えています。経済学部国際学科での学びは幅広
いので、生かせる場がたくさんあると思います。
４年次では、自分に合う職についてしっかり考え
たいと思っています。

森田：　地域政策学部で学んだことが生かせる
職業に就きたいと思います。将来的には組織を
引っ張っていける立派な社会人になりたいです！

依田：　４年次は卒論が主になるので、調査研究
を兼ねて旅行に出かけたいですね。卒業後は、ど
のような職に就いたとしても、自己成長・自己教
育は常にしていきたい。学びのチャンスを見つけ、
成長し続けることで、自分にも周りにも良い影響
を与えられる、そんな存在でありたいです。

江戸：　４年次は授業を受講する時間が少ない
ので、その分、いろんなところに出向き多くの人と
出会いたいですね。卒業後は、自分が好きなこ
と、興味のある分野を仕事にして、地域の活性化
を担いたいです。

栗原：　入学は「なんとなく」でも良いですが、「な
んとなく」過ごすべき大学ではないと思います。
高経大には学生の熱意に応えてくれる環境が
しっかり整っています。２年次から専攻を究める
ことができるゼミ、一生モノの経験になる留学、
最高の仲間と出会える部活やサークルなど、たく
さんの魅力があります。何かでトップを目指した
い、何かの分野で頑張りたいという人なら、きっと
有意義な４年間が過ごせるはず。ぜひ高経大で
お会いしましょう！

古屋：　高経大は公立大学の強みである「公立大
学中期日程」があるので、受験しやすいと思いま
す。少しでも興味があるなら、ぜひ受けてほしい
ですね。そして入学後は、とにかく自分の境遇を
楽しんでほしい。４年間を楽しいものにするか、つ
まらないものにするかは自分次第。この高経大に
は、楽しいにつながる要素が十分に詰まっていま
すから。

宮原： 　所属する学科の専門的な科目はもちろ
ん、他学部や他大学の授業も一部履修できるな
ど、高経大では多くのことが学べます。全国にた
くさんある大学の中から進路を選択するのは難
しいと思いますが、もし学びたいことが決まって
いないなら、科目の選択肢が多い高経大だから
やりたいことが見つかるのでおすすめです。ま
た、可能であるなら、生まれ育った地元から学生
時代に一度出てみるのも大きな経験につながる
と思います。

森田：　地域政策学部は学びの幅が広いので、多
くのことを吸収できます。学びたいことを学べる
というのは楽しいですよ。また、自身の興味が具
体的に定まっていなくても、地域政策学部でなら
きっと見つけられると思います。高経大には群馬
県出身者が少なく、僕のように様々な場所から進
学してきている学生が多いです。その分、楽しい
発見がたくさんありますから。

依田：　地域政策学部では２年次に所属するゼ
ミによって学科が決まるというのは、魅力だと思
います。やりたいことが明確になってから進路を
選べることで、自身の興味関心に従いながら、学
びが深められる。私は、大学生活を「人生の夏休
み」にするか、「自己成長の４年間」にするかは、自
分次第だと思っています。高経大には、成長につ
ながる友人・教授・魅力的な講義が揃っていま
す。入学後にどんな自分になりたいか、どんなこ
とを学んでみたいか、漠然とでもイメージしなが
ら進路選択してみてください。

江戸：　学びたいこと、目指したいことに悩んで
いる高校生は多いと思いますが、意欲さえあれ
ば、具体的な道は大学に入ってからでも決められ
ます。まずは一歩、踏み出すのが良いと思います。
高経大には、高校にはない多くの経験と出会い
が待っています。進路に不安を感じたときは、楽
しい大学生活を想像し、一歩ずつ頑張ってみてく
ださい。

地域政策学部 地域政策学科 4年　森田 ライアン一真
大阪府・開明高等学校 出身

経済学部 経営学科 4年　古屋 佳紀
東京都立富士高等学校 出身

地域政策学部 観光政策学科 4年　江戸 瑞葵
群馬県立高崎北高等学校 出身

経済学部 国際学科 4年　宮原 梢
福岡県立鞍手高等学校 出身

▶左から

経済学部 経済学科 4年　栗原 隆
埼玉県・正智深谷高等学校 出身

地域政策学部 地域づくり学科 4年　依田 沙弥佳
長野県軽井沢高等学校 出身



英語教育は、eラーニングを積極的に活用し、TOEIC（国際コミュニケーション英語能力テスト）受験に
力を入れています。日常から英語に親しめるよう、少人数でネイティブ講師と会話ができる「English 
Café」も開設しています。世界15ヵ国17大学と提携しており、留学希望者には渡航費や授業料などを
助成する制度（海外研修支援事業）を用意し、交換留学や短期語学研修を活発に行っています。

経済学部国際学科では、英語や国際系科目をはじめとしたグローバル教育と経済・経営のエキスパー
ト教育が融合したカリキュラムにより、グローバル化する社会の課題に主体的に取り組むことができ
るグローバル・エキスパートの育成を目指します。また、交換留学などのサポートも充実しており、世界
を視野に入れた教育環境で学ぶことができます。

本学のゼミナール活動は教室内にとどまらず、各種コンテストやシンポジウムに参加しています。また、地域や民間企業、官公庁と連携した活動も行っています。

ディスカッション プレゼンテーション ディベート フィールドワーク 卒業論文

高崎経済大学では、経済学部・地域政策学部ともに「ゼミナール（演習）」が必修となっています。指導教員の
もとで、問題意識・関心の近い仲間とともに専門書の輪読、フィールドワーク、合宿、ディベート、論文・レポー
ト執筆などを行います。様々なゼミナール活動を通じ、専門分野の研究が深められるだけではなく、社会に
出て必須となる「コミュニケーション能力」「プレゼンテーション能力」を養うことができます。
ゼミナールは高崎経済大学の「学びの柱」です。若者を育む「学びの場」が学生全員に用意されています。

ゼミナール活動の一例

飯島 明宏 ゼミ
eco-Master Grand Prix 2019
学生部門で1位、2位、3位入賞

片岡 美喜 ゼミ
群馬県農村整備課「やま・
さと応縁隊」事業への参加

井門 隆夫 ゼミ
「NRI学生小論文コンテスト2020」
で留学生特別賞受賞

岩﨑 忠 ゼミ
・前橋市のプロモーション冊子「データで見る
前橋市の魅力」を作成
・栃木県佐野市の「都市の魅力を活かした
キャッチコピー」を提案

佐藤 敏久 ゼミ
・民間企業とのコラボ商品が発売（Student 
Innovation College 2017受賞）

藻利 衣恵 ゼミ　佐藤 公俊 ゼミ
・第59回インナー大会中央大学大会への参加

八木橋 慶一 ゼミ
・榛名神社社家町での地域振興活動にボラン
ティアとして参加

櫻井 常矢 ゼミ
・高崎市内企業と連携し、地域プラットフォー
ム「たかさき地域協働委員会」を設立
・エジプトに日本教育の導入を目指すプロジェ
クト「グローバル公民館」に参画

増田 正 ゼミ
G-Vote 18への参加

米本 清 ゼミ
子育て家族応援イベント 榛東村
「しんとうママフェス」での支援

〔 その他一例 〕

石井 清輝 ゼミ
・桐生祇園祭へのサポートスタッフとして参加

飯島 明宏 ゼミ
・日本環境教育学会第30回大会への参加
・INSECTA2019大会への参加
・大気環境学会第60回年会への参加
・10th World Environmental Education Congressへの参加
・地域の子供たちへの環境学習支援（水生生物調査学習会）の実施

片岡 美喜 ゼミ
・第11回全国エコツーリズム学生シンポジウムへの参加

増田 正 ゼミ
・TCUE投票ファクトリー
・ぐんまシチズンシップアカデミーへの参加

English Café
eラーニング
世界15ヵ国 17大学の提携校

考え方のコア・高度な専門的知識

経済学・経営学

コミュニケーション能力
語学力

多様性、客観的視点
国際感覚・教養

▶ 詳しくは  P51～P53  へ P51～P53 





2020年10月から高崎市内小・中学校4校で、新型コ
ロナウイルス感染防止対策の放課後消毒活動を
行っています。高崎市立六郷小学校から、参加した
学生に感謝状をいただきました。

学生ボランティア活動支援室を中心に学生のボラ
ンティア活動を推進しています。2019年には延べ
80人以上の学生・教職員が協力して台風19号の被
災地支援を行いました。

〔 学生ボランティア活動支援室 〕

放課後消毒活動被災地支援の取組み

本学は、教育と研究を通じて社会に貢献してきました。特に、学生の約7割が群馬県外から
集まる全国型の公立大学として、60年以上にわたり有為な人材を全国に送り出してきまし
た。同時に、地域に根を張る大学として、高崎市をはじめとする地域社会ときわめて多様
な関係を結んでいます。

高崎市の地域社会では、ボランティア活動に対するニーズがある一方、本学の学生の側に
もボランティア活動に参加したいという意欲を持った者がいます。学生ボランティア活動
支援室は、このような状況を踏まえ、学生の自主的なボランティア活動の場の選定・マッチ
ングと活動希望学生の教育指導等の支援を行う組織として設置されています。

　地域との関わりが深いことが、本学の特徴のひとつです。例えば、地域をフィールドにしたゼミがいくつもあります。地
域に強い教員だからこそできる少人数教育の場です。また、地域貢献に取り組む学生主体のサークルもあります。高崎市
と協力して復活した昭和の時代の喫茶店「cafe あすなろ」では、学生たちが経営にあたっています。2018年には学生ボ
ランティア活動支援室を設置し、ボランティアを求める近隣からの要請と、ボランティアをしたい学生との橋渡しを担っ
てきました。
　こうした多面的な活動を通じて学生が地域と関わっています。若い力の供給源になることで、きっと地域の助けになっ
ていると信じています。同時に学生も、教室だけでは得られない経験を手にします。現場感覚は現場に出てみないと得
られませんし、実際に行動してみなければ、行動力は身につきません。本学は、様々な経験のチャンスにあふれています。
ぜひそのチャンスを生かしてください。

知の拠点化推進室長  
唐澤  達之副学長 （経済学部 教授）

「cafe あすなろ」での活動のすべてが、社会に出て役に立
つ実践的な勉強であると考えています。ここでの活動を通
じて、大きく成長することを願っています。

「cafe あすなろ」で得るもの

「cafe あすなろ」は学生が中心となって運営していますが、そ
の運営資金は、高崎市及び本学からの支援となっています。

「cafe あすなろ」の運営

本学の学生は、高崎市や地域の方々に勉強の場をご提供い
ただいています。その思いに応えるため、積極的に地域に溶
け込み地域の活性化に貢献したいと考えています。

「cafe あすなろ」の地域貢献

● 多様性を意識し、コミュニケーションのできる学生
● 経済に通じ、地域を見る目をもって国の内外において
 　活躍できる学生

イベント企画／広報活動
メニュー開発／地域との関わり

高崎に文化の風を吹かせた伝説の喫茶店、今から30年以上前に存在したクラシック喫茶「あすなろ」
を2013年6月に本学の学生の手によって「cafe あすなろ」として蘇らせました。幅広い世代の笑顔であ
ふれ、ゆっくりとした時間が流れる素敵なカフェです。

〔cafe あすなろ〕

高崎市

運営会議（職員・店長副店長・学生代表）

高崎経済大学／まちなか教育活動センター／
運営委員会（教職員・NPO役員・学生代表）

企画班／イベント企画／
イベント運営／広報活動

経営班／メニュー開発
売り上げ分析／人事管理

cafe あすなろ

市民団体等への施設貸出・文化発信拠点としての充実・
地域イベントへの参加協力・自主イベントの開催・

学生の成果発表の「場」

高崎市の活性化のために

① 学生ボランティア活動に関する情報発信 ② 学生ボランティア活動の支援・教育

•地域や学外団体との連携によりボランティア情報の収集を行い、支援室窓口やホー
ムぺージを通じて学生への情報発信を行います。

•ボランティア登録した希望学生とのマッチングコーディネートを行い、学生によるボ
ランティア活動をサポートします。

•ボランティア活動希望学生への保険加入や事前研修を行うとともに、学生ボラン
ティアリーダー育成のための指導、教育を行い、支援室運営のサポート体制の確
立を目指します。

学生ボランティア活動支援室の主な活動内容について













学科の教育課程編成・実施の方針

1 科学的態度（理論と実証）と経済学マインドを醸成するために必要な科目として、経済学
の理論、歴史、制度、政策等の領域について幅広く科目を配置するほか、それらの科目を
6群構成に整理して配置し、各群の関連性について明示する。 

2 経済学の分析手法や経済学的思考法の理解を深めるため、コアとなる科目については、
基礎から中級又は応用分析へと体系的に学修できるよう必要な科目を配置する。 

3 コアとなる科目では、学修効果を高めるため、到達目標、教育内容、評価基準等において
科目間の連携を密接に行う。

4 批判的思考の反復、少人数によるグループワーク、ディスカッション等により、課題設定、
調査分析、解決策提示等、社会や組織において求められる能力に加え、協調性、リーダー
シップ、コミュニケーション力等、組織や他者を支える能力を養成するため、2年次から演
習科目を配置する。

　経済学科では、理論・歴史・現状分析・政策等及び経済学の諸分野に関する専門的知識
を系統的に修得するとともに、高度職業人として必須な実践的応用力を培い、国内外の経
済社会において第一線で活動できる人材を育成するため、以下のとおり方針を定める。

学科の卒業認定・学位授与の方針
【知識・理解】 
1 経済学の理論・歴史・制度・政策等の領域について幅広く学び、考察対象となる社会経済
の発展や変革、社会の要請について正しく理解している。 

2 経済学の分析手法や経済学的思考法について系統的に学び、経済社会の諸問題を取り
扱う科学的方法について高度な知識を有している。

【態度・志向性】
1 積極的な意思疎通により他者と協調し、時にはリーダーシップを発揮することで自らが
成長するとともに、組織や他者を支えることができる。 

2 社会や組織における問題の解明と解決を常に志向し、自律的かつ継続的に様々な学修
課題に取り組むことができる。 

3 経済学の学修を通じて論理的、客観的な分析力と多角的視野に基づく問題解決力を培
い、もって社会や組織の発展のために行動できる。

4年
埼玉県・正智深谷高等学校 出身 

栗原 隆

STUDENT’S 
VOICE

　将来やりたいことへの方向性が決まっていて、履修に関
しては、学びたい分野を中心に選択しました。
　経済に関する講義以外にもカリキュラムが幅広く充実
しているので、自分の興味のある分野や、将来を見据えて
履修を組むことが出来ます。
　また、学びに専念できる環境が整っていることや、学ぶ
意欲のある学生に対して積極的にサポートしてもらえる体
制が整っているのも高経大の魅力です。

学びに専念できる環境や
積極的にサポートしてもらえる体制がある

　経済学とは、人々の経済生活に関わる現実・制度・政策などが個人また
は社会に対してどのような意味や影響をもつのかを、歴史的な事実（また
は現実）と一貫した論理（または数学的手法）によって明らかにする社会科
学です。そこでは、多様な経済システムについて、それぞれに特徴的な仕組
みや構造、そして運動のあり方が、理論的かつ実証的に分析、解明されま
す。
　経済学科では、経済に関する具体的な状況などを取り扱う科目が、全体
のバランスを考慮して配置されています。専門的な科目でも1年次から受講
できる科目もあります。2年次後期からはゼミナール（演習）が「必修」とさ
れ、少人数で専門領域の学習を深めていきます。また、企業や社会の最新
情報を提供するため、経験豊かで高い知見を有する多様な社会人講師によ
る「リレー講義」が毎年開講されています。こうして、全国さらには海外から
集まる多様な学生の学習意欲に応えるカリキュラムが、段階的かつ体系的
に整備されています。
　経済学科では、このようなカリキュラムを通じて、為替レートの変動やエ
ネルギー資源価格の高騰、少子高齢化やフリーター問題、巨額の財政赤字
や自由貿易協定の締結など、今日の社会・経済的な重要問題についてより
的確に理解するための視点や能力が身につきます。経済全般に関する生き
た知識を修得し、ゼミ活動を通じて実践力を高めれば、自分自身の進路を
主体的に切り拓くことができるでしょう。

【汎用的技能】 
1 社会科学の理論を理解するために必要な数理的知識とデータ処理に関する
基礎的技能を身に付け、変化の激しい情報社会に対応することができる。 

2 批判的思考を繰り返しながら分析結果や自身の考えを論理的にまとめ、表
現することができる。 

3 多様な価値観、社会のあり方を理解するとともに、外国語によるコミュニ
ケーションを通じて、自身の文化や独自性を再確認することができる。 

4 経済学、経営学の理念や目的を理解し、専門的な学びへと進む際の基本的
視点を持つことができる。

1群　基礎科目
1群に配置された科目は経済分析を行うための核(コア)となる初級科目や、社会経済の制度的または歴
史的なとらえ方を学ぶ基礎科目です。これらの科目を履修したのち、2群の中級科目や3～5群の応用分
析科目分野に進むことが望ましいです。

2群　経済理論
1群の初級科目で経済理論の基礎を学んだら、2群で中級レベルの理論科目の修得を目指しましょう。2
群には、1群で身につけた経済分析のスキルをさらに高める科目が配置されています。また、2年次から
履修可能の1群科目を併行して学習することで、3群の応用科目をより深く理解することが可能となり
ます。

3群　応用経済分析
3群には、1群ならびに2群で身につけた経済分析を現実の経済問題に応用する科目が配置されており、
財政学・金融論・経済統計は2年次から履修が可能です。経済学科の学生は3群科目を履修してはじめ
て、1群・2群科目の学習を通じて自身の社会を見る目がどのように養われたかを実感するでしょう。

4群　経済史・経済思想史
4群は経済社会の歴史と経済思想、経済学史などを学ぶことのできる科目で構成されています。

5群　経済事情・経済制度
5群には様々な応用領域について考察する科目が配置されています。これらの科目は1・2群の経済分析
や4群の歴史・思想分野と比較してより具体的な時事経済を扱う傾向が強く、現実経済への理解や関心
を促す科目であるといえます。

①経済学的な考え方・分析手法を身につける　②特定の経済分野についての理解と関心を深める

3群
（応用経済分析） 演

習

4群
（経済史・経済思想史）

5群
（経済事情・経済制度）

6群（市場と経済・企業と会計・基礎演習・演習Ⅰ・Ⅱ）

1群
（基礎科目・経済分析のコア）

2群
（中級科目・経済分析のコア）

①

②

秋朝 礼恵
教授 

社会保障論、比較福祉政策論、
地域研究（北欧）

伊藤 宣広 
教授  

経済学史、現代経済学、経済学方法論

岡村 晃子 
教授  

応用言語学

唐澤 達之 
教授  

西洋経済史、イギリス社会経済史、
イギリス都市史 

佐藤 綾野 
教授  

国際金融、金融、
マクロ経済学分野の実証分析 

富澤 一弘 
教授  

経済史学、歴史学

名和 賢美 
教授  

デモクラシー論 

矢野 修一 
教授  

世界経済論、開発経済論、経済思想

山﨑 薫里 
教授  

位相空間論 

山本 芳弘 
教授  

環境経済学

天羽 正継 
准教授

財政学、地方財政論、財政金融史

板垣 智洋 
准教授

多元環の表現論　　　　

内山 知一 
准教授

教科教育学

大石 　恵 
准教授

台湾経済史、台湾の航空政策

岡田 知之 
准教授

経済成長論

小林 　徹
准教授

労働経済学、応用ミクロ計量経済学

谷川　 卓 
准教授

哲学

中路 　敬 
准教授

経済理論史

貨幣・金融経済論

英語教育、第二言語習得

応用ミクロ経済学、ゲーム理論、産業組織論

産業組織論

数理統計学

ミクロ経済学、顕示選好分析

中野 正裕 
准教授

夏苅 佐宜 
准教授

服部 昌彦 
准教授

宮田 庸一 
准教授

西川 静華 
准教授

塩澤 康平 
講師

経済学科 専門教育科目 ※2021年度開講授業科目です。

1年次

◆統計学　◆経済数学入門

◆資本主義経済の理論　◆初級マクロ経済学　◆初級ミクロ経済学

◆社会経済学　◆日本経済思想史　◆社会思想　◆日本中世農業史　◆日本近世農業史　◆現代資本主義論

◆世界経済論　◆行政法　◆日本経済論　◆社会政策論　◆社会学特講

◆演習

◆経済地理学　◆経済システム論　◆中国経済論　◆アジア経済論　◆開発経済論　◆農業経済論
◆中小企業論　◆地域経済論　◆社会保障原理　◆社会保障制度論　◆地域の金融と経済　◆特別講義（経済学）

◆現代経済思想　◆経済学史

◆ゲーム理論　◆経済学方法論　◆情報の経済学　◆経済数学特講

◆中級マクロ経済学　◆中級ミクロ経済学　◆経済成長論　◆計量経済学
◆経済数学　◆厚生経済学　◆産業組織論　◆数理統計学

◆応用計量経済学　◆国際経済学　◆環境経済学　◆国際金融論
◆公共経済学　◆経済政策論　◆労働経済学　◆都市経済学

2年次 3年次 4年次

1群　基礎科目

2群　経済理論

3群　応用経済分析

4群　経済史・経済思想史

5群　経済事情・経済制度

6群　必修

◆経済統計　◆金融論　◆財政学

◆日本近世経済史　◆日本近代経済史　◆西洋経済史　◆アジア経済史　◆日本史特講　◆世界史特講

◆経済法　◆地方財政論　◆近代経済学

◆市場と経済　◆企業と会計

◆基礎演習



経済学部 准教授 教員研究テーマ

　ゼミとは、教員が学生に向かって一方的に喋る授業ではなく、教員と学生、または学生同士での意見交換
や議論をする、少人数の授業です。このゼミでは財政学の基礎知識を身につけ、その知識をもとに日本の財
政問題について考えていきます。
　財政とは、経済はもちろんのこと、政治や社会の領域にもかかわっており、私たちの生活を支えているもの
です。そして財政は、常に大きな政治的な争点にもなります。こうした財政について学ぶことで、私たちの住む
社会の問題を幅広い視点から考えることができるというのが、財政学の魅力だと思います。
　ゼミ生に身につけて欲しいことは、「幅広い視点を持つ」ことと「自分の頭で考える」ことです。現在は誰も
が簡単に情報を入手できる時代ですが、自分が見たい情報だけをみて、それを鵜呑みにしがちです。しかしそ
れは非常に危険なことです。将来そうした社会人にならないよう、私は常に、ゼミ生の報告や意見に対して疑
問を投げかけるようにしています。さらに新聞記事を使い、財政に限らず幅広い社会問題について議論も行っ
ています。
　2年生では、財政学の教科書をもとに、担当を決め数名で報告・質疑応答を行います。3年生では、地方財政
をテーマとしてグループに分かれ、群馬県内の市町村をひとつ担当し、研究・報告をします。4年生では、ゼミで
の勉強の集大成として、各自が問題関心を持つテーマについて卒業論文の執筆に取り組んでもらいます。

日本の財政

このゼミナールで学ぶこと ▶ 財政について学ぶことで、私たちの住む社会の問題を幅広い視点から考える

担当科目
財政学Ⅰ・Ⅱ、市場と経済、基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

教員からのメッセージ
　キャンパスがコンパクトで、勉強と課外活動を行う場所がひとつにまとまっているので、効率
的に両立できます。さらに、大学周辺に1人暮らしをしている学生が多いので、濃密な人間関係を
築くことができるでしょう。ぜひ本学で、ご自身の可能性を大きく広げて下さい。

　高度な数学を用いて複雑な概念を理解するのは大変です
が、その内容は非常に合理的で理解できた時の達成感は絶
大です。統計学という高度で難解な壁を切磋琢磨して乗り切
る良き仲間や、膨大な知識を有している先生はこの上なく頼り
になる存在です。ゼミ生からも大きな信頼を得ている先生や
学生と議論し考える場が与えられているのも魅力のひとつで
す。このゼミをとおして、初めて学ぶことが面白いと感じるよう
になり、学問に対して主体的な姿勢が身についたことを実感し
ています。中澤 大吾 ゼミ生（4年）

長野県長野吉田高等学校 出身

●  財政学から現在の日本の財政や現代社会が
抱える様々な問題について考える

ゼミナールの研究テーマ （一例）

経済学部 准教授 教員研究テーマ

　このゼミでは、特に線形回帰モデルに対する推定量の導き方、その理論的な性質、モデルの拡張、及び
その応用について研究しています。ところでこの線形回帰モデルとは何でしょうか？例えば、Yを身長、Xを
体重とし、aとbをある定数とするとき、Yは大体a+bXみたいな式で表せると考えるモデルのことを線形回
帰モデルといいます。ただしaとbは何であるのかがわかりません。このため、対象となる地域の多くの人に
対して身長と体重を計測して、そのデータからaとbを推定することになります。このとき、どのようにして
推定をするのか？とか、その推定方法は理論的にどのような良さがあるのかを研究するのがこのゼミの
テーマとなります。
　統計解析のソフトを使用してしまえば、値を出力してくれますが、適用するに相応しくないデータについ
ても自動的に計算してしまいます。上記のようなテーマを勉強することにより、ソフトで行われている統計
処理はどのようなデータに対して適用するのが適切なのか、またどのような仕組みで推定や仮説の検証を
行っているのかを“深く”学ぶことができます。
　一方でゼミではRという名前の統計ソフトを使用します。Rを用いるとExcelよりも高度な統計解析を行
うことができ、今流行りの機械学習や文章に対する統計解析などもできるようになります。このように、高
度な統計処理も容易にできるようになったことも、統計学の魅力を高めている要因のひとつかと思います。

数理統計学、方向統計学、ベイズ統計学

このゼミナールで学ぶこと ▶ 線形回帰モデルにおける推定や仮説の検証の仕方を学ぶ

担当科目
統計学Ⅰ・Ⅱ、多変量データの分析A
基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

教員からのメッセージ
　経済学、経営学に関わる科目以外にも語学、数理科学、法律、教職課程関連科目など様々な講義
科目が準備されています。全国から集まる皆さんとの出会い、学び、活動のお手伝いをさせてい
ただきます。

●  回帰分析、機械学習で用いられる統計手法
の実データへの応用
　（例：データに基づいた新入生に対する数理
系科目の推薦システムの研究）

●  統計処理の仕方が、数学的に妥当であるか
どうか、どのような良さがあるのか？に関
する研究

ゼミナールの研究テーマ （一例）

STUDENT’S VOICE
　教科書で知識を身につけるだけでなく、新聞記事を利用し
た学習も行っています。ゼミ生がグループに分かれ、その日の
新聞記事から気になったものを選び、その内容や意見につい
て報告するというものです。普段自分では注目しないような記
事にも触れることになるため、社会に対する視野を大きく広げ
られます。ゼミでの報告をとおして、プレゼンテーションの能
力も高めることができたと思います。

岸谷 奎吾 ゼミ生（4年）
北海道・市立札幌藻岩高等学校 出身

STUDENT’S VOICE



学科の教育課程編成・実施の方針

1 企業活動の全体像や企業の役割、企業への社会的要請を理解するために必要な科目と
して、経営、マーケティング、会計、財務、法律等の領域について幅広く科目を配置するほ
か、それらの科目を6群構成に整理して配置し、各群の関連性について明示する。

2 企業が直面する諸課題について自律的な問題解決に取り組む能力を修得するため、学生
が自ら選択した専門分野について学修を深めることができるよう、各群に重層的に関連
科目を配置する。

3 倫理観、社会的責任を持ち、多面的考察ができる人材を育成するため、企業や経営にまつ
わる多様な理論と歴史からそれらを学べる科目を設置する。

4 批判的思考の反復、少人数によるグループワーク、ディスカッション等により、課題設定、
調査分析、解決策提示等、社会や組織において求められる能力に加え、協調性、リーダー
シップ、コミュニケーション力等、組織や他者を支える能力を養成するため、2年次から演
習科目を配置する。

　経営学科では、経営学、マーケティング、会計学、情報処理、法律等のビジネスに必要な広
範囲の知識を有し、さらに特定の分野を深く研鑽した上で、これらの知識を基盤に、様々な
組織において自律的に問題解決を行える人材を育成するため、以下のとおり方針を定める。

学科の卒業認定・学位授与の方針
【知識・理解】 
1 経営、マーケティング、会計、財務、法律等のビジネスについて幅広く学び、企業活動の全
体像や、社会の発展に企業が果たしてきた役割、また社会から企業への要請について理
解している。 

2 自ら選んだ特定の分野について専門的に学び、高度な知識を修得するとともに、企業が
直面する諸課題について自律的に問題解決へ取り組む能力を修得している。

【態度・志向性】
1 積極的な意思疎通により他者と協調し、時にはリーダーシップを発揮することで自らが
成長するとともに、組織や他者を支えることができる。 

2 社会や組織における問題の解明と解決を常に志向し、自律的かつ継続的に様々な学修
課題に取り組むことができる。

3 多様な人々や理論と歴史から学び、信じる価値の実現に率先して取り組むとともに、実行可
能性を踏まえ、現代的倫理と規範に従って組織の活動が行われるよう人々を主導できる。

4年
東京都立富士高等学校 出身

古屋 佳紀

STUDENT’S 
VOICE

　高経大の魅力のひとつは、講義をとおして経済・経営・国
際など幅広い専門分野を持つ先生や、全国各地域から集う
多様なバックグラウンドを持つ学生と出会えるところです。
様々な価値観や考えに触れ、楽しく学ぶことができます。
　具体的な将来のビジョンが定まっていなくても、様々な講
義で学ぶ中で、自分自身の興味関心や取り組みたいテーマ
を探し、将来を模索することができるのも特徴のひとつだ
と思います。

多様な先生や学生と出会える

　経営学とは、経営資源（ヒト、モノ、カネ、情報）をうまく活用することに
よって、企業を中心とした様々な組織を効率的に運営し、最大の成果を得る
ための方法を体系化した学問です。企業が持続的かつ長期的に存続・成長
するためには、消費者や取引企業、地域住民、政府、株主、金融機関、従業員
といった、「ステークホルダー（利害関係者）」との間で共存共栄の関係を構
築しなければなりません。本学科では、多角的な視点から企業経営を探求
し、社会の繁栄に寄与できる人材の育成に努めるため、様々な科目を用意し
ています。

　経営学科では、以上のような科目分野を体系的かつ専門的に学ぶことが
できます。それにより、官民という枠にとらわれることなく、「社会人としてビ
ジネスの第一線で活躍できる人物」及び「企業の振興に積極的に貢献でき
る人物」を育成します。

［主な分野］
● 企業や経営学の歴史について学ぶ科目分野
● 企業の社会的意義や形態、統治について学ぶ科目分野
● 企業における人材や生産プロセス、情報のマネジメントについて学ぶ
科目分野

● 企業の戦略やマーケティング、国際展開について学ぶ科目分野
● 企業の会計や財務について学ぶ科目分野
● 企業のあり方や活動を規定する法律について学ぶ科目分野

1群　経営学の基礎
2群から5群の基礎的な内容を解説する入門科目を配置しています。

2群　戦略とマーケティング
企業は、競争の中で勝ち抜き利益という成果を生み出すために基本となる方針である戦略「経営戦略」を立
てます。長期的な発展を目指して、いかにして市場で自社の製品やサービスの魅力を高めるか。それを明ら
かにするのが戦略論です。商品やサービスの提供は、マーケティングと密接に関わっています。マーケティ
ングの課題は、消費者への適応にあり、消費者をより深く理解するため、意思決定プロセスや情報処理と
いった消費者行動、広告をはじめとするコミュニケーションの作用などを分析します。消費者とは、自分自
身であるため、マーケティングを学ぶことは、消費する自分自身を考えることにもつながります。

演
習

　
1
群
　
経
営
学
の
基
礎

2群　戦略とマーケティング

3群　組織とマネジメント

4群　会計と企業財務

5群　経営と法

3群　組織とマネジメント
戦略を立て、事業を展開して利益を上げるには、複数人で協力し合う「組織」で行うのが効果的です。組
織論は、目標の達成に向けて、どのように組織の力を大きくするかという問いを明らかにします。組織
論は、組織の中の個人に着目したミクロ組織論（組織行動論）と、個人ではなく、組織を1つの主体とし
て捉えるマクロ組織論に分類され、組織の力を最大限に発揮させるためにはどのような形態（構造）が
よいのか、どのようにマネジメントすべきか、集権／分権のバランスをどのようにとるのか、組織構造
のあり方を考えます。組織とマネジメントを考えることは将来の自分自身を考えることにつながりま
す。

4群　会計と企業財務
会計は企業の活動を一定のルールに則って測定・記録・伝達する一連の手続きです。
外部の利害関係者に対する情報提供を目的として、経営成績 を「決算書財務諸表」という形で公表し、
企業の将来予測の参考になる領域である財務会計や、企業が、経営計画を策定し、それに基づく事業活
動の成果を分析・評価する際にも使われる領域の管理会計など多岐にわたります。会計と企業財務は、
単に「数値」の扱い方を学ぶだけでなく、「数値」を生み出す企業活動そのものに目を向けるきっかけと
なり、企業活動をより深く理解する道標にもなります。

5群　経営と法
企業は、様々なルール「法律」の中で活動しなければなりません。労働時間の取り決め、公共事業の入札、
下請企業との契約、有価証券報告書の記載、金融商品の取引（販売）など様々な経営行動にわたり、経営
と法は切っても切れない繋がりを持ちます。法律を守るためには、法律を知らなければなりません。 同
時に、1人の消費者として、あるいは1人の働くヒトとして、法律を知ることで自分を守ることもできる
のです。

【汎用的技能】 
1 社会科学の理論を理解するために必要な数理的知識とデータ処理に関する
基礎的技能を身に付け、変化の激しい情報社会に対応することができる。

2 批判的思考を繰り返しながら分析結果や自身の考えを論理的にまとめ、表
現することができる。

3 多様な価値観、社会のあり方を理解するとともに、外国語によるコミュニ
ケーションを通じて、自身の文化や独自性を再確認することができる。

4 経済学、経営学の理念や目的を理解し、専門的な学びへと進む際の基本的
視点を持つことができる。

阿部 圭司
教授 

証券市場分析

加藤 健太 
教授  

日本経営史

木下 まゆみ
教授  

教育心理学、社会心理学 

佐藤 敏久 
教授  

マーケティング戦略、消費者行動、マーケティング・
コミュニケーション、ブランド・競争戦略

関根 雅則 
教授  

イノベーション論、経営戦略論

高松 正毅 
教授  

言語学、日本語学、高等教育

谷口 　聡
教授  

民法、不法行為法、成年後見制度、
継続的債務関係 

中村 彰良 
教授  

管理会計

藤本 　哲
教授  

経営組織論 

阿久津 由佳 
准教授  

英語教育法、語用論

石田　 崇 
准教授

統計的学習理論、情報理論、教育工学

石渡 華奈 
准教授

英語教育学 

井上 真由美
准教授

経営倫理、アントレプレナーシップ、
コーポレートガバナンス

梅田 　宙
准教授

原価計算、管理会計

澤田 悠紀
准教授

知的財産法、文化と法、芸術と法

永田 　瞬  
准教授

経営労務論、社会政策論

三富 悠紀 
准教授

マーケティング・消費者行動

財務会計、国際会計、会計史

中国文学

藻利 衣恵
准教授

生産管理、技術経営向井 悠一朗
准教授

笠見 弥生
講師

会社法、商法、合同会社制度沈　律
講師

経営学科 専門教育科目 ※2021年度開講授業科目です。

1年次

◆特別講義（経営学）

◆国際ビジネス概論　◆国際経営論　◆流通論　◆マーケティング　◆貿易論　◆交通論

◆経営分析　◆管理会計論　◆原価計算論　◆財務会計　◆企業財務論

◆民法総則　◆物権法　◆債権法総論　◆債権法各論　◆労働法　◆労使関係法　◆会社法　◆商法総則・商行為　◆有価証券法　◆知的財産法　

◆法と経済学

◆演習

◆租税法

◆税務会計　◆会計監査論　◆デリバティブ論

◆イノベーション論　◆消費者行動論

◆経営戦略論　◆戦略的経営論　◆多国籍企業論　◆マーチャンダイジング
◆マーケティング・コミュニケーション　◆マーケティング・リサーチ

◆コーポレート・ガバナンス　◆組織行動論　◆技術経営

2年次 3年次 4年次

1群　経営学の基礎

2群　戦略とマーケティング

3群　組織とマネジメント

4群　会計と企業財務

5群　経営と法

6群　必修

◆経営組織論　◆生産管理　◆人的資源管理　◆経営労務論　◆経営科学　◆情報処理

◆産業社会学　◆産業・組織心理学　◆経営情報論　◆経営情報システム論　◆経営工学

◆会計学　◆上級簿記

◆市場と経済　◆企業と会計

◆基礎演習

◆経営学総論　◆経営学史　◆産業史　◆日本産業史　◆戦後日本経営史　◆戦前期日本経営史　◆外国経営史　
◆企業論　◆マーケティング入門　◆経営管理論　◆経営統計　◆簿記論　◆会計学



経済学部 准教授 教員研究テーマ
ものづくり経営学

このゼミナールで学ぶこと ▶ 実際の事例を通じて、企業活動の現場でどのような戦略やマネジメントがとられているのかを学ぶ

担当科目
生産管理・技術経営・経営工学
基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

長谷川 凜 ゼミ生 （4年）
群馬県・高崎市立高崎経済大学附属高等学校 出身

●  「設計（design）」という観点から、ビジネス
の現場・現実・現物を考察

●  企業や事業や現場の競争力（＝なぜ生き残
ることができているのか／逆にできなく
なったのか？）の分析

ゼミナールの研究テーマ （一例）

経済学部 准教授 教員研究テーマ
無形の資産であるインタンジブルズ（無形の資産）を企業の価値創造
につなげるためにいかにマネジメントすべきかを研究しています。

このゼミナールで学ぶこと ▶ 企業の内部者・外部者どちらのためにも活用することを想定して管理会計や経営分析を中心に学ぶ

担当科目
原価計算論、経営分析、企業と会計、
基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

●  新しい工場を建設すべきか、新設備を導入
すべきかなどの決定をする際に、どの程度
の支出が発生し、どの程度の収入が入って
くるのかを見積もる

ゼミナールの研究テーマ （一例）

STUDENT’S VOICESTUDENT’S VOICE

　ゼミのテーマは、企業や事業や現場の競争力（なぜ生き残ることができているのか／逆にできなく
なったのか）の分析です。これを座学とフィールドワークを通じて考えます。座学はグループワークで、テ
キストなどを使って経営学や「ものづくり」（≠製造業）の基本的な考え方を学んだうえで、実際の産業・
企業（事業）・現場の事例を調査・分析します。フィールドワークは、国内外の企業訪問＋αです。「ものづ
くり」は、現場・現実・現物から学ぶことも重要です。実際の訪問でそれを目の当たりにし、社長、工場長
など訪問先のマネジメント層や各部門の方など、様々な立場の方からお話を伺い、「ものづくり」を学び
ます。これまで、国内では自動車関係・電子部品関係・金型・造船・食品関係などを訪問、海外では、カン
ボジア、香港・マカオ・珠海、ベトナムに行き、刷毛、物流、自動車部品、金型、銀行、JETROなどを訪問し
ました。
　ゼミはゼミ生主体で行われ、私が“指導”するというより、私に“相談”しやすくなるように心がけていま
す。能動的に取り組めば、広い視野、行動力、たくましさ・・・単なるスキルや知識だけでなく、働き、生き
ていく上で必要な姿勢や意識が身につくかもしれません。これらは、あらゆる仕事に必要な想像力や行
動力の土台になると思います。

　ゼミでは業界や企業の分析を行う“座学”と実際に企業を
訪問して目で見て耳で聞いて経験する“おでかけ”を通じて
考え学びます。このゼミ最大の特徴である“おでかけ”では海
外研修でベトナムへ行きました。工場見学や現地の学生との
交流会など実際に見聞きした経験は、教科書では得ること
のできないものであり、現場に訪問できる機会を与えていた
だけたことは自分自身の成長にとってもかけがえのない経験
となりました。

　ゼミでは、利用者の立場に応じた会計情報等の使い方をテーマとしています。論文、著書、経済紙、各
社が公表している資料などを用いて研究を行っています。会計情報は会社の規模の大小、複雑さの程度
にかかわらず、業績の良し悪しを大局的につかむことができます。これらの情報は、会社経営に役立てる
ために経営者が利用したり、株式投資に役立てるために投資家が利用したりします。それぞれの立場に
応じた会計情報の分析を学びます。
　売上高が右肩上がりの企業も、会計情報を細かく見ると、投資効率が悪くなっていたり資金繰りが不
安定で安全性が低いこともあります。このように会計情報を分析することによって企業を深く知ることが
できる点に経営分析の面白さがあります。また、それぞれの立場に応じて効果的に対応するための指針
を会計情報が提供してくれる点も魅力です。
　ゼミ生の卒業論文は、特定の業界や企業をケースとした企業研究と会計処理をテーマとした論文が多
いです。企業研究では「中小規模印刷企業がとるべき競争戦略」「成長著しいが赤字続きのUberが倒産
しない要因」「両利き経営から見たfacebookの分析」などがあります。会計処理の関係では、「減損処理
が利益調整に与える影響」「収益認識基準の変更による財務諸表への影響」「コンビニの会計処理が促
進する廃棄ロスの問題」などが、原価計算関係では「原子力発電の発電コストの再検討」といったものな
ど多様なテーマで取り組んでおります。

　高校で企業や会計について学び、将来的にもその知識を生
かせる職種に就きたいと考え、さらに深い知識を得るために
経営学科を選択しました。ゼミは、企業の内部の管理を行う会
計である「管理会計」を輪読やディスカッションをとおして研
究しています。企業の会計情報からその企業の経営の特色を
捉えることができます。企業経営とは別のものに思われます
が、しっかりとつながっているところが分かるため面白いと感
じています。

教員からのメッセージ
　大学生活を能動的に過ごそうとすると、学生生活が充実するだけでなく、結果的に将来の進路
を自分で切り拓けるようになると思います。本学には、自分から動こうとする、考えようとする
人を支える姿勢と体制があると思います。

教員からのメッセージ
　大学生活は自身を成長させる多くの機会に溢れています。仮に入学時に明確な目標がなくても、
大学生活を行う中で興味・関心が出てきたものに積極的に取り組む姿勢をもって、充実した大学生
活を送ってください。

大野 詞音ゼミ生（4年）
茨城県立古河第一高等学校 出身



学科の教育課程編成・実施の方針

1 国際経済、国際経営の現状を理解するために必要な科目として、経済学、経営学の基礎
科目、その応用科目を体系的に配置するとともに、国際経済、国際経営、国際関係、地域
研究等に関する科目を多数配置するほか、それらの科目を6群構成に整理して配置し、各
群の関連性について明示する。

2 国際社会で活躍するために必要な実践的なコミュニケーションをとることができるよう
英語による専門科目を配置する。

3 国際事情に関する知識と異文化理解を持つことができるよう、海外での学修や実践的な
語学スキルの獲得を積極的に推進するため、海外語学研修、海外フィールドワーク、海外
インターンシップ等の海外での学修体験及び検定試験のスコアを単位認定するための
科目を配置する。

4 批判的思考の反復、少人数によるグループワーク、ディスカッション等により、課題設定、
調査分析、解決策提示等、社会や組織において求められる能力に加え、協調性、リーダー
シップ、コミュニケーション力等、組織や他者を支える能力を養成するため、2年次から演
習科目を配置する。

　国際学科では、経済学及び経営学を基礎として、国際経済及び国際経営に関する専門的
知識を修得するとともに、語学力に支えられたコミュニケーション力、異文化に対する理解
力を培い、国内外のグローバル化する経済・経営の分野で活躍できる人材を育成するため、
以下のとおり方針を定める。

【汎用的技能】 
1 社会科学の理論を理解するために必要な数理的知識とデータ処理に関する
基礎的技能を身に付け、変化の激しい情報社会に対応することができる。

2 批判的思考を繰り返しながら分析結果や自身の考えを論理的にまとめ、表
現することができる。

3 多様な価値観、社会のあり方を理解するとともに、外国語によるコミュニ
ケーションを通じて、自身の文化や独自性を再確認することができる。

4 経済学、経営学の理念や目的を理解し、専門的な学びへと進む際の基本的
視点を持つことができる。

学科の卒業認定・学位授与の方針
【知識・理解】 
1  国際経済・国際経営の現状理解に必要な、経済・経営に関する基本的・応用的知識を有
している。

2 国際社会で活躍するために必要な政治･社会・歴史・法律などに関する幅広い理解と十
分な語学力を身に付けている。

【態度・志向性】
1 積極的な意思疎通により他者と協調し、時にはリーダーシップを発揮することで自らが
成長するとともに、組織や他者を支えることができる。 

2 社会や組織における問題の解明と解決を常に志向し、自律的かつ継続的に様々な学修
課題に取り組むことができる。

3 国際事情に関する幅広い知識を身に付けることで自己を相対化し、偏見を持たず客観的
な態度で問題に対応できる。

4年
福岡県立鞍手高等学校 出身 

宮原　梢

STUDENT’S 
VOICE

　国際学科は、「目的」として英語を学ぶ学科ではなく、経
済学・経営学の知識を世界で生かすための「手段」として
学ぶ学科です。私は、興味があった経済分野と国際分野
の講義を中心に学んでいます。専門的な科目はもちろん、
経済や経営分野も幅広く、総合的に学ぶことが出来ます。
多様な視点や価値観・考え方の幅が広がり、新たな発見
が得られるので、とても楽しいです。
　卒業後は、地元の福岡に戻って、国際学科で学んだこと
が生かせる仕事に就きたいと考えています。

多様な視点や価値観・考え方の幅が
広がり、新たな発見が得られる

梅島 　修
教授 

貿易救済制度、WTO協定、自由貿易協定

清水 さゆり 
教授  

国際経営論、中堅・中小企業研究

野崎 謙二
教授  

経済連携

バフトン
ニコラス
アンドリュー
教授  

ESP

藤井 孝宗
教授  

国際貿易論

溝口 哲郎
教授  

応用ミクロ経済学、公共経済学

黒崎 龍悟 
准教授  

アフリカ地域研究

齋川 貴嗣 
准教授

国際機構史、国際文化論、
グローバル・ヒストリー

佐藤 敦子
准教授

異文化マネジメント論、国際ビジネス研究 

王　 　雪
准教授 

イノベーション、国際経営戦略、
アントレプレナーシップ

EU研究

国際関係論、外交史、平和研究、
アメリカ研究

三牧 聖子
准教授

土谷 岳史
准教授

　国際学科での学習は、学科に所属する前の1年次は学部共通科目や教養
教育科目を中心に、2年次から国際学科に所属すると本格的に学科の専門
教育科目の学習を進めます。
　経済学・経営学の基礎的な科目を学習し、グローバルな舞台で「何を話す
か」ということの基礎固めを行ったあと、「英語で話す」ことを重点的に学習
します。授業の全てを英語で行う専門科目を複数開講するほか、海外にお
ける学習や体験を単位認定するための科目を開設し、実践的な英語スキル
の修得をねらいます。
　海外での研修の機会は、国際学科所属の2年次夏季での参加を想定した
語学研修プログラムをはじめ、演習などでの研究を推進するために、海外
の現場に赴きそのビジネスの現場を探求する海外フィールドワーク、大学の
提携校に半年間又は1年間留学する交換留学などがあり、全ての学生が海
外での研修に参加できるよう充実した助成制度を用意しています。
　国際学科では、経済学・経営学のいずれも学ぶことができ、そのエキス
パートとなるため、応用科目、発展科目を学習します。国際社会や文化、エリ
ア・スタディなどグローバル分野の幅広い専門知識を学び、経済学・経営学
の国際分野に特化した科目を配置し、グローバルな視野を養います。
　高崎経済大学の特徴のひとつである「ゼミナール（演習）」は、経済学部の
他の学科同様、2年次後期から4年次にかけて学習しますが、国際学科のゼ
ミナールは、学科所属学生のみを対象とするため、国際分野での経験豊か
な教員の下、グローバルな分野への学ぶ憧れを持った仲間と切磋琢磨して
学習に取り組むことができます。
　英語や国際系科目をはじめとしたグローバル教育と経済・経営のエキスパー
ト教育が融合したカリキュラムにより、グローバル化する社会の課題に主体的
に取り組むことができる「グローバル・エキスパート」の育成を目指します。

国際学科 専門教育科目 ※2021年度開講授業科目です。

1年次

　◆World Issues　◆Critical Thinking　◆TOEIC Advanced　◆TOEFL Advanced

◆初級マクロ経済学　◆初級ミクロ経済学

◆国際ビジネス概論　◆国際経営論　◆貿易論　◆経営組織論　◆生産管理　◆経営労務論　◆経営分析　◆財務会計　◆企業財務論

◆国際機構論　◆国際コミュニケーション論　◆国際開発論　◆国際文化論　◆国際協力論

◆演習

◆平和学　◆移民研究　◆グローバルメディア論　◆グローバル政治論　◆国際人権論　◆国際社会学　◆グローバルヒストリー　
◆現代ヨーロッパ論　◆現代アジア論　◆現代アメリカ論　◆現代アフリカ論　◆現代ラテンアメリカ論

◆多国籍企業論　◆経営戦略論　◆コーポレート・ガバナンス

◆Introductory Economics　◆Introductory Management　
◆Introductory International Relations　◆Introductory Legal Systems
◆Innovation and Entrepreneurship　◆Special Seminar（特別講義：国際）

◆海外語学研修（専門）　◆海外フィールドワーク　◆海外ボランティア　◆海外インターンシップ

◆国際経済学　◆環境経済学　◆国際金融論　◆公共経済学　
◆経済政策論　◆経済成長論　◆計量経済学　◆労働経済学

2年次 3年次 4年次

1群　経済・経営の基礎

2群　国際系基礎

3群-A　経済系応用

3群-B　経営系応用

4群　国際系応用
　　  （社会・政治）

5群　国際系応用
　　 （経済・経営）

6群　必修

　◆金融論　◆財政学　◆ゲーム理論

◆世界経済論　◆西洋経済史　◆アジア経済史　◆外国経営史

◆アジア経済論　◆中国経済論　◆社会保障原理　◆社会保障制度論

　◆国際経済法　◆異文化経営論　◆国際経営戦略論　◆国際マーケティング論　◆貿易政策論　◆国際物流論

◆企業論　◆消費者行動論　◆民法総則　◆会社法

◆市場と経済　◆企業と会計

◆基礎演習

◆統計学　◆経営学総論　◆マーケティング入門　◆経営管理論　◆会計学

1群　経済・経営の基礎
1群には、経済学科及び経営学科のそれぞれの専門科目の中でも特に重要なもの、経済、経営を知る上
で基本的な枠組みとなる科目をそろえています。

2群　国際系基礎
2群には、国際社会に参加し、ビジネスその他で活躍するために必要なスキルを身につけるための科目
がそろっています。具体的にはコミュニケーションのための英語スキルを磨く科目と、国際感覚を身
につけるための海外研修です。

3群　A 経済系応用　B 経営系応用
3群では、経済学分野の専門科目（3-A）か経営学分野の専門科目（3-B）どちらか一方を選びます。それ
ぞれ経済学、経営学の基礎を1群科目で学んだあとの応用的分野のうち、重要なものをそろえていま
す。

4群　国際系応用（社会・政治）
4群では、国際社会に関する幅広い知識・教養を身につけるための科目が設置されています。国際社会
や政治の動向や異文化コミュニケーション、発展途上国の開発問題や移民問題、歴史や様々な地域に
関するエリア・スタディなどをこの群の科目で学ぶことができます。

5群　国際系応用（経済・経営）
5群では、国際社会や経営に関する応用的な知識を身につけるための科目が設置されています。おなじ
く経済・経営に関する知識を身につけるための科目群である3群と比較すると、この5群の科目は「国
際」的な経済事情やビジネス活動により深く関連した科目が設置されています。

1群
経済・経営の

基礎

2群
国際系基礎

4群
国際系応用
（社会・政治）

5群
国際系応用
（経済・経営）

3群
A 

経済系応用

B 
経営系応用

6群
必修

1年次 2年次 3,4年次

経済または経営の
高度な専門知識を
身につける

語学力を身につける
国際感覚や
幅広い教養を身につける
海外研修

学部必修科目

ゼミナール教育
（2年次～）



経済学部 教授 教員研究テーマ
日系企業の国際化、グローバル経営、
中堅・中小企業の国際化

このゼミナールで学ぶこと ▶ 経営学をベースとして国際経営を学ぶ

担当科目
国際ビジネス概論、国際経営論、
多国籍企業論、基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

留安 純希 ゼミ生 （4年）
愛知県・名古屋高等学校 出身

●  国境を超えてビジネス活動を展開する場
合、国際ビジネス固有の課題、CAGE（文化
的、制度的、地理的、経済的距離）をいかに克
服するか？

●  フィールドワークや実務家の講演、企業訪
問から実態や見解を知り、企業の国際化や
国際ビジネスの課題について考察する

ゼミナールの研究テーマ （一例）

経済学部 准教授 教員研究テーマ
国際機構史、国際文化関係史、ユネスコ研究

このゼミナールで学ぶこと ▶ 文化の視点から国際関係を考える

担当科目
国際機構論、グローバル・ヒストリー
国際文化論、基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

●  現代国際社会を特徴付ける人と文化の国際
移動という現象について、学生それぞれが
関心のある具体的事例を検討する

ゼミナールの研究テーマ （一例）

STUDENT’S VOICE STUDENT’S VOICE

　ゼミでは、経営学をベースとして国際経営を学んでいきます。国境を超えてビジネス活動を展開する場
合、国際ビジネス固有の課題、CAGE（文化的、制度的、地理的、経済的距離）をいかに克服するかという
課題に直面します。具体的にはどのような課題があるのか、それをどのように克服するのかなどについて
考えていきます。普段何気なく見聞きしている事々も国境を超える場合、どのように捉えられるのかなど
について考えることは、新たな気づきをもたらしてくれるので、国際経営を学ぶということを超えた面白さ
があると思います。
　国際経営や経営学に関する書籍をテキストとして学んでいくと同時に、他大学との合同研究発表会の
ための準備を進めていきます。そうすることで、知識を得ることができるだけでなく、ゼミ生主体で準備
を行うので、自主性と協調性が醸成されると考えています。
　着任以来実施している、アジア２カ国へのフィールドワークでは、当該国へ進出している日系企業や現
地企業を訪問して、国際経営の実態を見て、聞いて、感じることによって、教室で学んだ知識との適合性
について考えます。群馬県に本社がある企業等に訪問する場合などは、より身近な課題として国際ビジ
ネスを感じるようになるようです。また現地学生と自国語や自国文化を教えあったり、一緒に食事をした
りしながら、異文化交流を図っています。

　国際経営に興味があったことと先生の人柄に惹かれてこの
ゼミを選択しました。国際経営についてテキストや英文の論文
などを使って知識を深め、年1回の合同ゼミでプレゼン発表
を行い専門的に研究します。日本との違いについて考えるた
め物事を多面的に見る必要があります。自分では気付けない
ような視点を見つけることができたのは快感でした。座学と並
行してグループワークを行うことができ、インプットとアウト
プットのサイクルが機能しているところが魅力です。

　本ゼミでは、文化の視点から国際関係を考えることをテーマとしています。文化は多義的な概念です
が、一言で言えば「人が生きるための工夫の体系」と定義できます。つまり、人間が自然環境の中で生きて
いくために生み出したものは全て文化と捉えられるのです。現代国際社会を特徴付ける人と文化の国際
移動という現象について、学生それぞれが関心のある具体的事例を検討していくのが本ゼミの目的です。
　その際、本ゼミでは歴史的アプローチを採用します。なぜなら、現在は過去の積み重ねの上に成り立つ
ものであり、過去から現在への歴史的展開を理解することができれば、未来をも見通すことができるから
です。現代の分析に歴史が確固とした基盤を与えてくれます。
　テーマが広い分、視野の広さや自由さが本ゼミの魅力と言えるでしょう。卒業論文もそれぞれの学生が
自身の趣味、特技、問題意識に基づいたテーマで書くように指導しています。そこで最も大切にしている
ことは、「オリジナリティ」を意識することです。卒業論文の作成を大学生活の集大成として最重要視して
いますので、オリジナリティ溢れ、学問的にクオリティの高い論文を書き上げることを目標としています。
自身の関心を大事にし、突き詰めることで、自分自身の「オリジナリティ」を獲得する喜びを感じてもらい
たいと思っています。

　元々文化に興味があったことやゼミ訪問を行う中で、先生
の底なしの知識に圧倒され、本ゼミに入ることを決めました。
ディスカッションでは自分の意見であれば何を発言しても、周
りが真摯に受け止め一緒に考えてくれるため、自分にはない
考えを発見することができました。その中で、発言に対する責
任や論理的な根拠の上で発言をすることを学び、それを普段
から気を付けるようになりました。また、積極的にディスカッ
ションに参加できるようにもなりました。

教員からのメッセージ
　大学生活に必要なのは「主体性」だと思います。自身で考え、行動することが大切です。学問に
しても、課外生活にしても積極的に、さらに一歩踏み出すことをオススメします。その後押しを
する制度と雰囲気があると思います。

教員からのメッセージ
　グローバル化によって日本社会が大きく変わりつつある中で、他者と異なる個性がますます
重要となってきています。本学には国際的な視野を広げる自由闊達な学びの場があります。皆さ
んと共に学べることを楽しみにしています。

長崎 夏海 ゼミ生 （4年）
秋田県立秋田北鷹高等学校 出身





学科の教育課程編成・実施の方針

1 地域問題とその解決のための理論や政策展開を修得させるため、地域政策専門基礎科
目として必要な講義を配置する。
2 地域が抱える問題とその解決策としての地域政策についてより深く探求させるため、地
域政策専門発展科目として必要な講義を配置する。
3 他者との協働が不可欠である政策立案に必要なコミュニケーション能力を修得させるた
め、各年次に少人数で開講する演習を配置する。 
4 在学中に学んだ全ての知識を統合し、問題の設定・調査・分析・考察・解決法の提案等の
能力を涵養するため、卒業論文の作成を課す。

　地域政策学科では、地方自治に関わる高い政策立案能力を有し、地域問題を解決する人
材を育成するため、学生が、地域政策の理論や制度の学修を通じて、「地域リーダーとして
の問題解決能力」の中でも特に、問題発見力、調査分析力、政策立案力、情報発信力を修得
できるよう、以下のとおり方針を定める。

学科の卒業認定・学位授与の方針
【知識・理解】 
1 地域の諸問題を発見し、その背景にある要因を考察することができる。
2 地域政策に関する知識を修得し、使いこなすことができる。
3 必要な専門知識を身に付け、地域が抱える諸問題を解決することができる。

【態度・志向性】
1 地域社会に関心を持ち、地域振興に寄与することができる。
2 問題解決に関心を持ち、政策立案を通じて地域社会の中核となることができる。

【汎用的技能】 
1 他者との協働が不可欠である政策立案に必要なコミュニケーションをとる
ことができる。

2 コンピュータに関する技能を身に付け、情報社会に対応することができる。
3 英語を用いて、社会生活に必要なコミュニケーションをとることができる。
4 社会的問題を分析し、対外的に発信することができる。

地域政策学科 専門教育科目 ※2021年度開講授業科目です。

1年次
◆地域政策学入門　◆初年次ゼミ　◆地域政策を学ぶ　◆地域づくりを学ぶ　◆観光政策を学ぶ

◆基礎演習

◆卒業論文

◆インターンシップ

◆演習

◆高崎市の課題と政策　◆防災政策論　◆地方分権論　◆市民生活と法

◆都市経済学　◆ランドスケープ論　◆都市地理学　◆都市計画学　◆農業・農村政策論　◆アメリカ社会と歴史　
◆開発経済学　◆国際交流史　◆産業政策論　◆財政学　◆公共政策論　◆政策科学　◆現代政治論　◆地方自治論　

◆民法総則　◆行政法総論　◆現代の法思想

2年次 3年次 4年次

専門導入科目群
専門導入B

専門導入A

専門基礎科目群

特別講義

専門発展科目群

実習

卒業論文

演習

◆現代の都市問題　◆都市政策論　◆現代の農村問題　◆農業経済学　◆国際経済学　◆国際関係論　◆地域経済論　◆経済政策論
◆地域政策論　◆地方政治論　◆地域づくり論　◆マーケティング　◆地域循環共生論　◆地域環境論　◆地域医療保健論

◆社会福祉論　◆地域文化論　◆文化政策論　◆地域社会学　◆生涯学習概論　◆フィールドワーク入門　◆観光産業論　◆観光政策論　◆観光経営論
◆社会起業論　◆多文化共生論　◆国際観光論　◆観光資源論　◆観光地理学　◆観光学概論

◆グループ研究　◆特別講義「世界と日本の未来を考える」

4年
大阪府・開明高等学校 出身 

森田ライアン一真

STUDENT’S 
VOICE

　将来は地域政策学科で学んだことを生かせる職業に就
きたいと考えています。また、昔から地理が好きということ
もあり、地理学の講義を中心に履修を組んでいます。自分
が興味を持った分野を選択できるので、主体的に学ぶこ
とができます。
　授業では実際の地域や時事問題をテーマに学ぶ機会
が多いので、地域社会を考察する力が身につきました。幅
広い観点から考えることで、新たな発見を得ることがで
き、学んでいてとても楽しいです。

地域社会を考察する力が身につく

［専門分野の主な研究テーマ］
● 都市について理解を深め、地域論・経済論・政策論の立場から有効な地
域政策を考える

● 農業・農村について理解を深め、持続的発展の立場から有効な地域政策
について考える

● 世界の中の日本について理解を深め、国際的視野に立ち、有効な地域政
策について考える

● 地域経済・産業について理解を深め、その自立的発展の立場から有効な
地域政策について考える

● 政治・法律・公共政策について理解を深め、公共性という視点から有効
な地域政策について考える

［養成をめざす具体的な人材］
● 高い政策立案能力を有する人材
● 地方自治に関心を有する人材
● 企業の地域戦略に強い人材
● 都市農村開発のプランナー
● 国際関係に強い人材

政治・法律・公共政策について理解を深め、公共
性という視点から有効な地域政策について考え
たい。

地域経済・産業について理解を深め、その自立的
発展の立場から有効な地域政策について考えた
い。

世界の中の日本について理解を深め、国際的視
野に立ち、有効な地域政策について考えたい。

農業・農村について理解を深め、持続的発展の立
場から有効な地域政策について考えたい。

都市について理解を深め、地域論・経済論・政策
論の立場から有効な地域政策を考えたい。
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興味のある講義を
自由に履修します

専門分野の主な研究テーマ 専門基礎 専門発展
基幹
教養

一般
教養

情報・
統計

専門
導入A

専門
導入B

ゼミナールなどを専門的研究につながる
講義を自由に履修します

地方自治論・現代政
治論・民法総則・行政
法総論・政策科学

産業政策論・
財政学

アメリカ社会と歴史・
国際交流史・
開発経済学

農業・農村政策論・
農村地理学

都市経済学・都市地
理学・都市計画学・ラ
ンドスケープ論

地方自治法・政策評
価論・政治過程論・物
権論・行政法各論

地方財政論・中小企
業論・産業組織論・流
通経済論

現代欧州の歴史と構
造・アジア経済論・マ
イノリティ論

フードシステム論・農
村社会学・農村土地
政策論

国土開発論・住宅政
策論・都市商業論・都
市再開発論

岩﨑 　忠
教授 

地方自治論、公共政策、行政学

金光 寛之 
教授  

民法、環境法

黒川 基裕
教授  

開発経済学、商品企画・デザイン

佐藤 公俊
教授  

政治学、公共政策

佐藤 　徹 
教授  

行政学、地方自治、公共政策学、政策評価論、
自治体経営論、都市政策

佐藤 英人  
教授  

都市地理学、経済地理学、
地理情報システム

鈴木 陽子 
教授  

憲法学

中村 匡克 
教授  

地方財政、公共選択

新田 浩司 
教授  

憲法、行政法、航空法

福間 　聡 
教授

倫理学、社会哲学、応用哲学、死生学

増田 　正 
教授

政治学、地方政治論、投票行動論

山本 匡毅 
教授

経済地理学、機械産業論、中小企業論

農政学・農業構造論、畜産経営学

都市・地域経済学 

経営学、経営組織論、
社会ネットワーク分析

宮田 剛志 
准教授

国際関係論吉武 信彦 
教授

米本 　清 
准教授

若林 隆久 
准教授

◆国土開発論　◆都市経営論　◆住宅政策論　◆都市社会学
◆都市商業論　◆都市再開発論　◆農村土地政策論　◆比較農業政策論

◆フードシステム論　◆森林資源論　◆農村社会学　◆現代欧州の歴史と構造
◆国際政治史　◆マイノリティ論　◆国際法言語論　◆国際協力論　◆民族問題論
◆アジア経済論　◆中小企業論　◆流通経済論　◆地域金融論　◆産業組織論
◆雇用政策論　◆産業立地論　◆政治過程論　◆地域行政論　◆政策評価論

◆地方財政論　◆行政経営論　◆行政法各論　◆地方自治法　◆物権法　◆債権法　
◆環境法　◆ビジネス法　◆会社法

◆理論社会学　◆社会思想



地域政策学部 教授 教員研究テーマ
統治機構における権力分立（三権分立）制度の実態的変化と
日本の違憲立法審査権の独自発展の実態について

このゼミナールで学ぶこと ▶ 憲法の知識や法的思考を身につけ、社会についての問題意識から、自分の考えを論理的に伝えることを目指す

担当科目
憲法、比較憲法、法学
基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

●  学生がそれぞれ持っている社会についての
問題意識から、憲法とのつながりを見出す

●  学生自身が選んだテーマについて、どのよ
うに論理的に組み立て、表現していくかを
考える

ゼミナールの研究テーマ （一例）

地域政策学部 教授 教員研究テーマ
倫理学、社会哲学、応用哲学、死生学

このゼミナールで学ぶこと ▶「コミュニティにおける正義」に関連する文献を輪読し、ゼミ生と議論しながら、社会的な諸問題について考察

担当科目
倫理学、公共哲学、法哲学、基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

●  「コミュニティにおける正義」というテーマ
に関連する諸問題

●  国家間の正義であるグローバル・ジャス
ティスや一国内での財の再分配の問題

●  医療資源の適正な分配や雇用の確保、所得
の無条件的最低保障や教育に対する平等の
機会といった問題

ゼミナールの研究テーマ （一例）

STUDENT’S VOICE STUDENT’S VOICE

　本ゼミには、大学での講義や高校時代の政治経済での学びを通じ、憲法に興味を持った学生が多いで
す。テーマは、学生がそれぞれ持っている社会についての問題意識から、憲法とのつながりを見出して研
究していきます。研究方法としては、学説などの理論からアプローチする方法と裁判所の下した判決を分
析する方法、日本と外国の憲法制度や判決などと比較する方法があります。
　ゼミの内容としましては、法律に関する文献の読解、判決文に慣れることと、自分の考えを口頭や文章
で論理的に述べることのインプットとアウトプットをバランスよく行っています。
　具体的に2年生では、実際の事件を元に原告側・被告側の弁護士と裁判官の3チームに分かれて、裁判形
式のディスカッションを行っています。それぞれ与えられた資料を読んだ上で、事件に含まれる憲法上の問
題などについて調べ、チームとして弁論や判決を作成していきます。この体験をとおして資料（判決や論文
など）の調査や読解、説得的な論理の組み立てを考え弁論の原稿を書くこと、そして自分の意見を話すこと
に慣れていきます。
　3年生では、憲法の基本書を指定して卒業論文の作成を念頭におき、興味のあるテーマに沿って報告し
ていきます。それについての質疑応答を行い、報告内容や質疑応答の内容をまとまった文章の形にして
いきます。自身の興味や問題意識からテーマを選定し、報告をしながら、少しずつ卒業論文を意識して執
筆していきます。

　もともと法律の分野に興味を持っていて、法律の基盤と
なっている憲法をとおして法律全体を分析していきたいと思
い、このゼミを選択しました。また、先生のユーモアのある人柄
に魅力を感じ、先生のもとで学びたいと思ったこともきっかけ
のひとつです。ゼミ活動中にも自身の体験談を語ってくれるの
でゼミ生にとって親しみやすい存在である一方、自身の研究発
表の際には、核心を突いた意見を出してくれる信頼のおける先
生です。

　本ゼミでは「コミュニティにおける正義」というテーマに関連する諸問題、マクロには国家間の正義であ
るグローバル・ジャスティス（途上国への援助、移民の受け入れ、国際司法、人道的介入）や一国内での財
の再分配の問題、またミクロには医療資源の適正な分配や雇用の確保、所得の無条件的最低保障や教
育に対する平等の機会といった問題を考察しています。
　たとえば、なぜより依存性の高いとされるアルコールやタバコは法によって規制されていないにもかか
わらず、大麻は規制されているのでしょうか。理想理論の観点からすれば、「依存性の程度」によってド
ラッグの規制は行われるべきとなりますが、ドラッグ規制を政策として考察するためには、我々の社会の
文化や歴史を踏まえた上でこの問題について考える必要があります（非理想理論）。また我々は自己決定
権を有しているため、他者に危害を与えない行為に関しては、本人の責任で自由に行うことができると考
えられていますが、なぜ大麻の使用はこの自己決定権によって認められていないのでしょうか。このよ
うに、倫理学的な考察と政策における実践性を結びつけながら研究する点に本ゼミの魅力はあります。
　本ゼミでは、文献の精読と議論を行うことが中心となります。「精確に文献を読むこと」や「学んだ知識
を踏まえて議論を行うこと」を本ゼミをとおして身につけてもらいたいと思います。

　「哲学」は近づきにくいものという風に感じていましたが、公
共哲学を受講し、すべての社会問題を考え、解決していく上で
の基盤となる考え方や論理的思考を養うことができると思い
ゼミに入ることを決めました。ゼミでの輪読をとおして、今まで
考えつかなかったような画期的な考え方を知ることができ、
固定化された考え方が一気に崩されることもありました。そう
したゼミでの経験からニュースや社会問題などの考えを求め
られたとき、自分なりの考えが作れるようになったことに成長
を感じます。

教員からのメッセージ
　本学の学生は、コツコツ努力する学生が多いと思います。私のゼミの学生たちは研究報告や模
擬裁判をするたび、目に見えて成長していきます。そんな学生たちをみていると頼もしく、成長
が楽しみでなりません。皆さんも成長を実感できる学生生活を送ってみませんか。

教員からのメッセージ
　本学部は政策に関する基礎から応用的な理論まで、学際的に学ぶことができます。また初年
次教育とゼミを重視しているため、大学生活ではもちろん社会人となってからも必要となる、
スピーキング、レポート作成、プレゼン、ディスカッション、コミュニケーション能力を培うこと
ができます。皆さんと本学でお会いできる日を楽しみにしています。

二瓶 大哲
宮城県・東北高等学校 出身

渡邉 将平 ゼミ生 （4年）
愛知県立瀬戸北総合高等学校 出身

ゼミ生 （4年）



学科の教育課程編成・実施の方針

1 地域づくりに関する実践的・実証的な学修を通じて地域問題とその解決のための理論
を修得させるため、地域づくり専門基礎科目として必要な講義を配置する。
2 地域が抱える問題とその解決策としての地域政策についてより深く探求させるため、地
域づくり専門発展科目として必要な講義を配置する。
3 他者との協働が不可欠である政策立案に必要なコミュニケーション能力を修得するた
め、各年次に少人数で開講する演習を配置する。 
4 在学中に学んだ全ての知識を統合し、問題の設定・調査・分析・考察・解決法の提案等の
能力を涵養するため、卒業論文の作成を課す。

　地域づくり学科では、住民主体の地域づくりに寄与する人材を育成するため、学生が、地
域問題の解決に結び付く幅広い理論の学修と、地域づくりに関する実践的・実証的な学修
を通じて、「地域リーダーとしての問題解決能力」の中でも特に、問題発見力、調査分析力、
情報発信力、組織的行動力を修得できるよう、以下のとおり方針を定める。

飯島 明宏
教授 

環境科学、環境教育、環境統計学

熊澤 利和 
教授  

社会福祉学（障害者福祉）、
緩和ケア（ターミナルケア）研究 

櫻井 常矢
教授  

社会教育学、生涯学習論、
地域づくり教育

佐藤 彰彦
教授  

地域社会学、地域政策

髙橋 栄作 
教授  

理論言語学、第二言語習得、
ICT活用教育

高橋 伸次  
教授  

スポーツ行政・政策

坪井 明彦 
教授  

マーケティング論、
地域マーケティング

友岡 邦之 
教授  

原　史子
教授  

社会学、文化政策研究

西沢 淳男 
教授  

日本近世史・地域史

宇田 和子
准教授

環境社会学、保健医療社会学

太田　 慧 
准教授

地理学、人文地理学、観光地理学、
GIS（地理情報システム） 

鈴木 耕太郎 
准教授

国文学（中世神話研究）、宗教民俗学

村山 元展 
教授  

地域農業論、農村地域政策論

社会福祉学、児童・家庭福祉論

オペレーションズ・リサーチ、
確率モデル解析

社会心理学、社会的認知

環境経済学

教育行政学、教育政策論、比較教育学

田戸岡 好香 
准教授

森田　 稔 
准教授

吉原 美那子 
准教授

住宅政策論佐藤 和宏 
講師

高橋 美佐 
准教授

Community Science Program
地域づくり学科では、住民主体の地域づくりをリードできる人材を育成し
ます。
よりよい地域をデザインするためには、地域が抱える諸問題に解決策を
提示し、その発展を助ける力（=コンサルティング能力）、すなわち、データ
サイエンスに立脚した調査分析能力と、組織や集団における多様な意見
を調整するファシリテーション能力が必須スキルとなります。これらの能
力を育成することに特化したカリキュラムとして、コミュニティサイエンス
プログラム（CSP）を開講しています。

学科の卒業認定・学位授与の方針
【知識・理解】 
1 地域の諸問題を発見し、その背景にある要因を考察することができる。
2 地域づくりに関する知識を修得し、使いこなすことができる。
3 必要な専門知識を身に付け、地域が抱える諸問題を解決することができる。

【態度・志向性】
1 地域社会の課題を明らかにし、地域活性化について考えることができる。
2 地域の諸資源を活用して、地域住民と協働して地域づくりを担うことができる。
3 地域の問題の発生から社会への影響の過程を理解し、解決に寄与することができる。

【汎用的技能】 
1 他者との協働が不可欠である政策立案に必要なコミュニケーションをとることができる。
2 コンピュータに関する技能を身に付け、情報社会に対応することができる。
3 英語を用いて、社会生活に必要なコミュニケーションをとることができる。
4 社会的問題を分析し、対外的に発信することができる。

［専門分野の主な研究テーマ］
● 地域固有の諸資源を活用した地域ビジネス・持続的開発の立場から地域
活性化について考える

● 環境問題の発生から社会への影響の過程を理解し、持続可能な地域社
会づくりについて考える

● 福祉・医療・保健の現状と課題を理解し、福祉サービスを構築する立場か
ら地域のあり方を考える

● 地域固有の文化と歴史の重要性を理解し、文化事業に関わる立場から地
域活性化を考える

● 地域社会の課題を明らかにし、コミュニティ振興と地域活性化のための
人材育成について考える

［養成をめざす具体的な人材］
● 地域ビジネスや能力開発に関心を有する人材
● 地域の環境問題解決に寄与する人材
● 地域の福祉対策を担う人材
● コミュニティの活性化を担う人材
● 地域文化を活用した地域づくりを担う人材

地域づくり学科 専門教育科目 ※2021年度開講授業科目です。

1年次
◆地域政策学入門　◆初年次ゼミ　◆地域政策を学ぶ　◆地域づくりを学ぶ　◆観光政策を学ぶ

◆コミュニティビジネス論　◆財務会計論　◆内発的発展論　◆協同組合論
◆事業再生論　◆環境政策論　◆環境経営論　◆環境社会学　◆環境教育論

◆家庭福祉論　◆司法福祉論　◆地域福祉論　◆公的扶助論
◆福祉援助技術論　◆障害者福祉論　◆ジャーナリズム論　

◆日本地域史　◆地域社会史　◆アーツマネジメント論　◆博物館概論　◆博物館経営論　◆博物館資料論
◆博物館情報・メディア論　◆博物館資料保存論　◆博物館教育論　◆博物館展示論

◆地域づくり教育論　◆地域教育ガバナンス論　◆地域社会教育支援論
◆社会教育課題研究　◆社会教育活動　◆社会教育演習　◆現代経済学　◆社会心理学

◆基礎演習

◆卒業論文

◆インターンシップ

◆演習

◆高崎市の課題と政策　◆防災政策論　◆地方分権論　◆市民生活と法

◆キャリアデザイン論　◆経営分析　◆オペレーションズ・リサーチ　◆地域マーケティング　◆アグリビジネス論　
◆環境科学　◆環境経済学　◆高齢者福祉論　◆児童福祉論　◆日本文化論　◆文化社会学　◆地域史史料講読

◆コミュニティ振興論　◆社会教育論　◆スポーツ政策論　◆教育政策論　◆社会調査演習　◆ファシリテーション演習

2年次 3年次 4年次

専門導入科目群
専門導入B

専門導入A

専門基礎科目群

特別講義

専門発展科目群

実習

卒業論文

演習

◆現代の都市問題　◆都市政策論　◆現代の農村問題　◆農業経済学　◆国際経済学　◆国際関係論　◆地域経済論　◆経済政策論

◆地域政策論　◆地方政治論　◆地域づくり論　◆マーケティング　◆地域循環共生論　◆地域医療保健論

◆社会福祉論　◆地域文化論　◆文化政策論　◆地域社会学　◆生涯学習概論　◆フィールドワーク入門　◆観光産業論　◆観光政策論　◆観光経営論

◆社会起業論　◆多文化共生論　◆国際観光論　◆観光資源論　◆観光地理学　◆観光学概論

◆グループ研究　◆特別講義「世界と日本の未来を考える」

演
習
／
卒
業
論
文

1年次～ 2年次～ 3年次～

基幹教育科目 専門教育科目

専門導入科目群 専門基礎科目群 専門発展科目群

専門導入A
基幹教養科目 一般教養科目

外国語科目群 情報・統計科目群

地域政策を学ぶ上で
必要となる基礎的な学
問的方法と知識の習得

大学生として必要な幅
広い教養の習得

地域が抱える問題とその
解決策としての地域政策
について専門的に学ぶ

地域が抱える問題とその
解決策としての地域政策
についてより深く探求する

地域政策学入門／地域政
策・地域づくり・観光政策
を学ぶ

初年次ゼミ

専門導入B

地域が抱える問題とその解
決策について学び、地域政
策に対する関心を高める。

特別講義

その時々の最新のトピッ
クについて学ぶ

グループ研究

地域づくり学科

実習

ビジネス／環境／福祉
文化／コミュニティ

実用的な外国語能力
の習得

コンピュータ・スキル
と分析手法の習得

4年
長野県軽井沢高等学校 出身 

依田 沙弥佳

STUDENT’S 
VOICE

　学生一人ひとりが、自分の将来に合わせて履修を組める
のが、高経大のカリキュラムの魅力です。
　一般教養科目では幅広く学ぶことができ、様々な観点か
ら物事が考えられるようになりました。また、学んだことが
他の分野ともつながっていくことがわかり、刺激を受ける
ことができました。
　将来はゼミで研究したことや授業で学んだことを生か
し、教育の観点からまちづくりに貢献したいと考え、いろい
ろな視点を持った地方公務員になりたいと考えています。

自分の将来に合わせて履修を組める



地域政策学部 准教授 教員研究テーマ
専門は社会心理学。とくにステレオタイプや偏見に
ついて研究しています。

このゼミナールで学ぶこと ▶ 社会心理学全般、心を科学的に捉え、調査や実験をして、人の行動原理や行動の傾向を検討

担当科目
社会心理学、社会調査（量的調査）
社会調査演習、基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

神岡 みずき
群馬県立太田東高等学校 出身

●  どうすれば偏見や差別をなくして共生社会を
構築できるのか？

●  どのような広告が募金行動を促進するの
か？

●  テレビコマーシャルでの女性の描かれ方は
時代によって変わったか？

ゼミナールの研究テーマ （一例）

地域政策学部 准教授 教員研究テーマ
観光地理学、人文地理学、地理情報システム（GIS）

このゼミナールで学ぶこと ▶ フィールドワークで得た情報を地図や地理情報システムを使って可視化・分析し、地図によるプレゼンテーション能力の向上を目指す

担当科目
地理学、地理情報システム論、地域統計論、
基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

髙𣘺 侑里 ゼミ生 （4年） ゼミ生 （4年）
群馬県立渋川女子高等学校 出身

●  人文地理学の基本的なテーマの理解と地図
を活用しながら地域の様々な課題について
考える

●  人文地理学の基本的なテーマの理解と地図
や地理情報システム（GIS）を活用しながら
地域の様々な課題について考える

ゼミナールの研究テーマ （一例）

STUDENT’S VOICESTUDENT’S VOICE

　社会で生じている様々な問題に対処するには、人の心の働きを適切に理解した上で、制度を設計し、
法律を整備することが大切です。本ゼミでは、私たちの判断や行動の原因について、心理学の観点から
検討します。例えば、『どうすれば偏見や差別をなくして共生社会を構築できるのか』、『なぜゴミのポイ捨
てはなくならないのか』といった社会的問題から、『どうすれば人は目標に向かって頑張れるのか』といっ
た個人的な問題まで、社会心理学の研究領域は多岐にわたります。本ゼミでは、心を科学的に捉え、調
査や実験をして、人の行動原理や行動の傾向を検討していきます。
　ほかのゼミではフィールドワークなどをとおして現場の一人ひとりの声を重視するような活動を行って
いると思います。本ゼミでは、人の心や行動に共通する一般的な傾向についての実験を行うことが特徴
といえます。例えば、ある状況に置かれたときに人はどのような判断をするのかを実験室で調べ、そのた
めにパソコンのキーを押す反応時間を測定するなどの基礎的な研究も行います。
　本ゼミをとおして、論理的、客観的に物事を考えられるようになることを目指しています。そのために、
これまでの研究で明らかになっていることをよくリサーチし、それに基づいて仮説を立て、検証のために
実験や調査を行い、データ分析を行うといった科学的思考をできるような指導を心がけています。

　研究対象が｢人｣であるので、人の行動はどのような心理に
基づいて行われているのかという、他のゼミでは研究出来ない
であろう視点から研究できるので、このゼミを選択しました。
　自分の興味のある分野を調べられるという事がこのゼミの
魅力です。自分で結果を予測し、実際に研究し、結果を出す事が
できます。結果が自分の予想通りであろうとなかろうと自分で
実験を行い、結果を出すというプロセスが面白いです。

　一昨年度からスタートした新しいゼミです。実際に現地を歩き、風景をみて感じたことから課題を発見
することを大切にしています。
　地域は社会・経済・政治環境、歴史・文化環境、自然環境などの様々な要素が重なり合って構成されて
います。こうした地域を構成する様々な要素を現地に赴いてフィールドワークという方法で情報を収集
し、それらの関係を考えるのが地理学です。本ゼミでは、フィールドワークで得た情報を地図や地理情報
システムを使って可視化・分析します。
　地域の課題を考えるためには、地図による情報共有が有用で、それを活用すれば大勢の人に地域情報
の共有が可能で、地域づくりの議論に活用することができます。さらに、地理情報システムを活用すれば
ユニークな地域情報の発掘・共有や災害時の迅速な情報収集が可能となり、地域の課題や魅力を多くの
人に伝えることができます。
　ゼミ活動の集大成である卒業論文は、自分自身が関心を持っているテーマや問題意識を持っている
テーマについて自由に決めてもらっています。課題の発見、テーマの設定、調査の設計・実施、分析、執筆
までのすべての過程を一人でこなさなければなりません。ゼミや卒業論文では一連の過程を経験しても
らうことで、ひとつのテーマを最後まで諦めずにやり抜く経験をしてもらいたいと思います。

　ゼミでは地図やGIS、グーグルマップを使用し、そこに存在
している建造物や施設などについて考えます。同じ場所で年
代の違う地図を見比べたとき、時代による変化が一目でわか
るのが面白いです。また高崎駅などの見知った場所が変化し
ていて、自分が生まれる前はこの建物があったのかなど、時代
の変化を感じることができるのも魅力です。
　このゼミで読み取る力や変化を捉える力が身につきました。
また、班員同士で話し合う機会が非常に多く、自分の意見を
言葉にして伝える力も身についたと感じます。

教員からのメッセージ
　本学部では、現代社会に起こっている社会問題について様々な学問分野から検討することが
できます。社会心理学を学ぶことで、科学的根拠に基づいて政策策定にアプローチすることがで
きます。ぜひ一緒に人の行動を科学的に読み解きましょう。

教員からのメッセージ
　研究室でじっくり考えることも大切ですが、現地に足を運ぶことで地域の個性や特徴、課題に
ついて考えるきっかけになります。身近な場所に目を向けて、地域の良さや課題について一緒に
考えていきましょう。



学科の教育課程編成・実施の方針

1  国内外の観光政策の学修と地域社会での実践的・実証的な調査研究を通じて、独自の
観光資源開発および活用方法を提案する能力を修得させるため、観光政策専門基礎科
目として必要な科目を配置する。
2 地域が抱える問題とその解決策としての地域政策についてより深く探求させるため、観
光政策専門発展科目として必要な科目を配置する。
3 他者との協働が不可欠である政策や企画の立案にあたって必要なコミュニケーション
能力を修得させるため、各年次に少人数で開講する演習を配置する。
4 在学中に学んだ全ての知識を統合し、問題の設定・調査・分析・考察という一連の作業を
通じて解決法の提案等の能力を涵養するため、卒業論文の作成を課す。

　観光政策学科では、観光を通じた地域活性化に寄与する人材を育成するため、学生が、
国内外の観光政策の理論や制度の学修と地域社会での実践的・実証的な調査研究を通じ
て、独自の観光資源開発、および活用方法を提案する能力を修得できるよう、以下のとおり
方針を定める。

［専門分野の主な研究テーマ］
● 立地条件や社会・経済構造の視点から地域を分析し、地域活性化のため
の観光政策について考える

● 観光を経営（ビジネス）・地域振興の視点から理解し、持続可能な観光経
営のあり方を考える

● 世界各地の文化と生活を理解し、国際的な視点から観光開発・地域活性
化について考える

● 持続的な地域づくりのための原理と方法を学び、地域振興政策の視点に
ついて考える

［養成をめざす具体的な人材］
● 観光に関する政策立案能力を有する人材
● 観光産業の中核となる人材
● 国際観光を推進する人材
● 地域資源・地域文化を開発・活用する人材
● 地域文化を活用した地域づくりを担う人材

観光政策学科 専門教育科目 ※2021年度開講授業科目です。

1年次
◆地域政策学入門　◆初年次ゼミ　◆地域政策を学ぶ　◆地域づくりを学ぶ　◆観光政策を学ぶ

◆基礎演習

◆卒業論文

◆インターンシップ　◆ホスピタリティ実習

◆演習

◆高崎市の課題と政策　◆防災政策論　◆地方分権論　◆市民生活と法

◆観光経営関連法規　◆観光旅行関連法規　◆外国史　◆地誌

◆観光経済学　◆観光社会学　◆交通政策論　◆観光リゾート計画論　◆サービスマネジメント　◆ＮＰＯ論
◆異文化コミュニケーション　◆文化人類学

◆観光文化政策論　◆地産地消・スローフード論　◆農村地理学　◆観光まちづくり論

2年次 3年次 4年次

専門導入科目群 専門導入B

専門導入A

専門基礎科目群

特別講義

専門発展科目群

実習

卒業論文

演習

◆現代の都市問題　◆都市政策論　◆現代の農村問題　◆農業経済学　◆国際経済学　◆国際関係論　◆地域経済論　◆経済政策論
◆地域政策論　◆地方政治論　◆地域づくり論　◆マーケティング　◆地域循環共生論　◆地域医療保健論

◆社会福祉論　◆地域文化論　◆文化政策論　◆地域社会学　◆生涯学習概論　◆フィールドワーク入門　◆観光産業論　◆観光政策論　◆観光経営論
◆社会起業論　◆多文化共生論　◆国際観光論　◆観光資源論　◆観光地理学　◆観光学概論

◆グループ研究　◆特別講義「世界と日本の未来を考える」

4年
群馬県立高崎北高等学校 出身 

江戸 瑞葵

STUDENT’S 
VOICE

　観光政策に関する専門的な講義が充実している一方
で、マーケティングやマネジメントについても学べます。ま
た、身近なテーマを題材にした講義が多く、学んだ知識を
実社会で生かすことができます。講義後に得た知識をも
とに行動することで、自分自身の変化を感じることもでき
ます。
　将来は授業やゼミで学んだ知識を生かし、地域活性化
など地域に貢献出来る仕事に就きたいと考えています。

講義後に自分自身の変化を感じられる

◆景観計画論　◆観光交通論　◆ユニバーサルデザイン論　◆旅行者行動論

◆観光マーケティング論　◆ツアープランニング論　◆ホスピタリティ論

◆イベント観光論　◆観光情報論　◆アメリカの文化と観光

◆アジアの文化と観光　◆オセアニアの文化と観光

◆観光プロモーション論　◆産業観光論　◆アーバンツーリズム　◆エコツーリズム

◆観光開発関連法　◆地域振興論

井門 隆夫 
教授 

観光イノベーション、観光経営

片岡 美喜  
教授  

農業・環境教育、都市農村交流

小牧 幸代 
教授  

文化人類学、南アジアのイスラーム研究

関口 智子 
教授  

第二言語習得、通訳教育

西野 寿章 
教授  

農村地理学、地域電気事業史研究

丸山 奈穂
教授  

観光人類学、
観光とエスニックマイノリティ

八木橋 慶一 
教授

社会的企業論

石井 清輝 
准教授  

地域社会学、観光社会学 

井手 拓郎 
准教授  

観光学、政策学、観光まちづくり、
リーダー発達論、リーダーシップ論

小熊 　仁  
准教授  

交通政策論、観光交通論、
公益企業論

木暮 律子
准教授

日本語教育学、留学生教育

安田　 慎 
准教授

中東地域研究、イスラーム地域研究、
観光人類学、観光史、観光政策

演
習
／
卒
業
論
文

1年次～ 2年次～ 3年次～

基幹教育科目 専門教育科目

専門導入科目群 専門基礎科目群 専門発展科目群

専門導入A
基幹教養科目 一般教養科目

外国語科目群 情報・統計科目群

地域政策を学ぶ上で
必要となる基礎的な学
問的方法と知識の習得

大学生として必要な幅
広い教養の習得

地域が抱える問題とその
解決策としての地域政策
について専門的に学ぶ

地域が抱える問題とその
解決策としての地域政策
についてより深く探求する

地域政策学入門／地域政
策・地域づくり・観光政策
を学ぶ

初年次ゼミ

専門導入B

地域が抱える問題とその解
決策について学び、地域政
策に対する関心を高める

特別講義

その時々の最新のトピッ
クについて学ぶ

グループ研究

観光政策学科

実習

観光政策／観光経営／国
際観光／地域振興

実用的な外国語能力
の習得

コンピュータ・スキル
と分析手法の習得

学科の卒業認定・学位授与の方針
【知識・理解】 
1 地域の諸問題を発見し、その背景にある要因を考察することができる。
2 観光政策に関する知識を修得し、使いこなすことができる。
3 必要な専門知識を身に付け、地域が抱える諸問題を解決することができる。

【態度・志向性】
1 地域社会を分析し、地域活性化のための観光政策について考えることができる。
2 観光の手法を取り入れて地域振興のための政策や企画について考えることができる。
3 世界各地の文化と生活を理解し、国際的な視点から観光交流を推進することができる。

【汎用的技能】 
1 他者との協働が不可欠である政策立案に必要なコミュニケーションをとる
ことができる。

2 コンピュータに関する技能を身に付け、情報社会に対応することができる。
3 英語を用いて、社会生活に必要なコミュニケーションをとることができる。
4 社会的問題を分析し、対外的に発信することができる。



地域政策学部 准教授 教員研究テーマ
①地域社会の実態解明、②観光行動の特性の解明、の二つ
を課題として研究をしています。

このゼミナールで学ぶこと ▶ 地域問題を社会学的に調査、分析しつつ、その地域にふさわしいまちづくりのあり方を、観光の活用も含めて探究する

担当科目
都市社会学、観光社会学、社会調査（質的調査）
基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

椙山 莉帆
群馬県立高崎北高等学校 出身

●  社会全体の中での地域問題の発生要因を理
解し、特定の地域での発生形態をその地域
に即して明らかにしていく

●  観光社会学、地域社会学の視点から現代社会に
おける観光と地域社会について理解を深め、こ
れからの望ましい地域社会のあり方を考える

ゼミナールの研究テーマ （一例）

地域政策学部 准教授 教員研究テーマ
中東観光史、宗教観光研究

このゼミナールで学ぶこと ▶ 観光メディアや自治体、個人の観光に関わる過去の資料から、観光の歴史やメディアについて理解を深め、地域・社会を学ぶ

担当科目
観光学概論、観光政策論、ツアープランニング論
基礎演習、演習Ⅰ・Ⅱ

●  「文化」や「伝統」といったものが観光のなか
でいかに表現され、地域・社会に関わりを
持っていくのか、観光史を調べていくなか
で考えていく

●  観光史からその時代や地域の人びとの「思い」
を知り、地域社会を考察する

ゼミナールの研究テーマ （一例）

STUDENT’S VOICE STUDENT’S VOICE

　ゼミのテーマは、地域問題を社会学的に調査、分析しつつ、その地域にふさわしいまちづくりのあり方
を、観光の活用も含めて探究することです。学生には、地域社会と観光現象の2つを対象として、それぞれ
を社会学的に調査・分析する手法を、実地での演習も踏まえて身につけてもらうことを目標としています。
　ゼミ活動では、商店街の衰退や空き家の増加などの地域問題をテーマとして、まず、その実態や発生要
因について文献で学びながら、実際に対象となる地域の住民の方々へのインタビューやアンケート調査を
行い、そこでの地域問題の発生要因を検証します。それから、地域資源調査も踏まえて、その場所の特性
にふさわしい解決方法を検討していきます。
　地域問題の現れ方は、社会全体で共通する部分と、その地域に特有の形で現れる部分の両面がありま
す。ですので、社会全体の視点から問題の発生要因を学ぶと共に、特定の地域での発生形態をその地域
に即して明らかにしていく手法を学ぶ必要があるわけです。社会全体の動きを把握することに加えて、特
定の地域でそれがどのような形で発現してくるのかを知ることで、社会のダイナミックな動きの中で、地域
社会がどのように動いているのかを実感できるおもしろさがあります。また、地域問題の解決方法を探る
際にも、思いつきではなく、調査研究に裏付けられたものであるという実感を得ることができるはずです。

　ゼミでは、社会学の観点から観光者の行動や地域の特徴
について考えます。フィールドワークでは群馬県桐生市を中心
にフィールドワークを行っています。週1回の演習の授業では、
文献をとおして観光と地域社会について理解を深めた上で、
桐生市ではどうであるかを考えています。また、フィールドワー
クをとおして実際に地域の人と関わりながら、地域社会の今
後の方向性を検討しています。

　ガイドブックや旅行記、ポスターをはじめとする観光メディアや、自治体や個人の観光に関わる過去の
資料から、観光の歴史やメディアについて理解を深めていくゼミです。自分自身で設定したテーマについ
ての歴史やメディアの資料収集や関係者へのインタビュー調査、フィールドワークでの実地調査を行うな
かで、過去の情報や語りを収集し、それをまとめて発表し、ゼミ生同士で議論していくというスタイルで
行っています。一連の作業を通じて、観光や社会、あるいはそのなかに生きる私たちについての理解を深
めていきます。
　観光史を紐解いていくなかで、観光を行ってきた人々の様々な考えや想いに触れ、現代社会の様々な
側面が見えてくるのが魅力です。ただそれ以上に、過去の情報を集めるという、一見すると「地味」な作業
のなかで、様々な人との出会いや助けを受けることが多々あります。そうしたひとつひとつの交流の経験
を通じて、他者や自分自身の理解を深めていくことが、実は何にも代えがたい魅力であるのだろうと思い
ます。
　学生自身の自主自律の下、自分自身で個人やグループのテーマを決め、情報を集め、それを整理しなが
ら他者に伝え、議論していく、という点を重視しています。また、観光史や観光メディアに関わる資料を集
める過程での、様々な人たちとの出会いやコミュニケーション、交流を常に大切にしていって欲しい点を
伝えています。

　私はゼミで｢群馬県みなかみ町のエコツーリズム｣について
の研究を行っています。その中で、みなかみ町出身のゼミ生が
いたので、実際に現地に出向き案内してもらいながら楽しんで
フィールドワークを行えたのが印象に残っています。先生はと
ても親しみやすく、夏休みにはゼミ一人ひとりと面談を行い、研
究のテーマについて整理してくださるので安心できます。自分
の研究したいことを自由に進められることが魅力のゼミです。

教員からのメッセージ
　大学生活は、世の中の常識や支配的な価値観にとらわれない視点を身につけていくための貴重
な機会です。自分の興味、関心がある対象へのこだわりを持ちつつも、それを幅広い視点から分析
的に相対化していくことの面白さを、本学での学びをとおして実感していってほしいと思います。

教員からのメッセージ
　情報化社会のなかで、世界は一見すると全て分かったように見えてしまいますが、ゼミ生たち
といろいろ体験する中で、自分自身まだまだ分からないことだらけであることに気づかされま
す。そんな社会の姿や、その中に生きる私たち自身を見つめるものとして、観光を楽しみながら
研究して欲しいと思っています。

福井 佳奈子 ゼミ生（4年）
兵庫県・姫路市立姫路高等学校  出身

ゼミ生（4年）











OB・OGの経営者・人事担当者が
面接官になり行います。

◆  就職活動に関する不安・悩みなど、専門の相談員が個別で相談に応じます。
◆  エントリーシート・履歴書などの添削にも対応します。
◆  面接の練習や情報提供も行なっています。
◆  学年を問わずお申し込み可能となっています。

◆  OB・OGとのつながりを強め、就職活動に役立つ情報を伝えてもらいます。
◆  群馬県外の企業で働くOB・OGが地元にて職業相談会を開催。
◆  全国からOB・OGを本学に招き、就職活動に有益なアドバイスをいただく
   イベントを開催。

就職活動トータルサポート
CAREER SUPPORT

本学の公務員試験対策講座は「教養科目コース」と「教養科目＋専門主要科目コース」の2コースから選択できます。
主に3年生が対象となりますが、1・2年生の受講も可能です。毎年5月中旬から翌年3月までの通年講座です。

キャリア支援センターでは、国家公務員総合職・一般職、地方公務員上級等、多岐にわたる公務員の仕事に対する理解促
進と、職種に応じた試験対策のための様々な就職支援を行っています。

対策講座
の一例

公務員試験対策講座 （専門学校と提携：有料）

》 U・Iターン就職希望者支援

》 就職活動カレンダー

Uターン志望者向け就職セミナー

講義形式で、効率の良い情報収集のやり方や地域優良企業の特徴と探し方、遠方地での就職活動にかかる費用などについて説明します。

高崎商工会議所との連携事業

本学の所在地である高崎市の商工会議所と連携して、地域の優良企業を知るための「優良企業見学バスツアー」などの企画を実施しています。また、本学学生の
採用に積極的な高崎市内企業のみを招いた合同企業説明会を開催しています。

キャリア支援センターでは、地元への就職や首都圏以外の地域への就職を希望する学生の疑問や不安を
解消するため、以下のような就職支援事業を行っています。

キャリア支援センターでは、学生が社会に向けて確かな一歩を踏み
出せるよう「高崎経済大学 キャリア形成年次ピラミッド（キャリア
支援指針）」を策定し、これに基づいて体系的に様々なキャリア
形成支援を行っています。
具体的には各種ガイダンスやセミナーといった就職支援事
業のほか、求人受付・掲示、進路調査、就職指導・相談、就
職資料の収集等、就職に関する様々な業務に加え、卒業
後の進路全般についても助言や指導を行っています。

》 キャリア支援センター

就職相談 OB・OGとの交流会

相談カウンター

各種ガイダンス講座案内

就職活動関連書籍・問題集

その他 就職サポート
4月

最新情報
の提供

■ インターンシップ情報　■ 企業別求人ファイル　■ 各種ガイダンス、講座開催のメール配信　■ 就職内定報告書等の閲覧
■ 就職に関するフリーペーパーの配布　等

対策講座
■ 公務員試験対策講座　■ エントリーシート対策講座　■ SPI対策講座　■ ビジネスマナー講座　■ 面接対策講座　等
社会や就職活動で役立つ能力・知識を身につけます。

模擬面接 現地に行かなくてもたくさんの企業が
来学してくれます。合同企業説明会

• その場でフィードバックをいただきありがたかった。
• 他の学生の考え、意見を聞くことができて参考になった。
• 企業研究の足りなさと必要性を理解できた。
• 面接の良い練習になった。
• 自分では気付かなかったことを指摘していただけた。

参加者
の声

• 交通費をかけずに、多くの企業の話を聞けた。
• 好きな時間に、多くの企業の話を聞けた。
• 大きな合同企業説明会では質問しにくいことまで、少人数なので聞けた。
• 興味がある業界でも、知らない企業があることに気付けた。
• 実際に働いている人の話が参考になった。

職業意識の啓発（働くことの意味を知る）
視野拡大の機会を提供（社会を知る）

1年

2年

3年

4年

社会人

職業選択への意識向上の支援

就職力向上の支援

自己実現の支援

社会
での活躍

公務員志望者支援

公務員試験・資格取得に関する
個別相談 若手現役公務員による就職相談会 公務員・民間併願

就職活動スケジュール解説講座

公務員志望者向け就職セミナー 国家公務員採用制度説明会 高崎市役所／高崎市等広域消防局
採用試験制度説明会

1年次

4年次

2年次
簿記3級受験対策講座／公務員志望者
向けセミナー／1年生向けキャリアガイダ
ンス／各種資格取得ガイダンス／大学1・
2年生のためのキャリアデザイン講座

随時

就職相談会

6月

業界研究&インターンシップ合同企業説
明会（夏）／インターンシップガイダンス／
公務員・民間併願就活スケジュール解説
講座

9月 スタートアップ講座

10月 業界研究&インターンシップ合同企業説
明会（秋）

7月 金融リテラシー講座

12月 公務員試験合格者報告会

2月
業界研究&インターンシップ合同企業説
明会（冬）

4月

簿記3級受験対策講座／公務員志望者向
けセミナー／2年生向けキャリアガイダン
ス／各種資格取得ガイダンス／大学1・2年
生のためのキャリアデザイン講座

3年次

4月
簿記3級受験対策講座／公務員志望者向
けセミナー／公務員試験対策講座／就活
スタート講座

10月

Uターン志望者向け就職セミナー／高崎
市内地元企業説明会／UIターン就職フェ
ア／業界研究&インターンシップ合同企業
説明会（秋）／OB・OGによる就職相談会
in東京／ビジネスマナー講座／東京証券
取引による業界研究セミナー

11月
就職活動実践講座／OB・OGによる就職
相談会in高崎／エントリーシート対策講
座／内定者報告会

12月
SPI対策講座／OB・OGによる模擬面接会
／SPI模擬試験／グループディスカッショ
ン実践講座／公務員試験合格者報告会

1月
面接対策実践講座／高崎市役所・高崎市
等広域消防局採用試験制度説明会／国
家公務員採用制度説明会

2月
グループディスカッション実践練習会／
業界研究&インターンシップ合同企業説
明会（冬）

3月 合同企業説明会

4月 グループディスカッション実践練習会

5月 現役公務員による就職相談会

5月

公務員試験対策講座／特別企画講座 辻
太一朗先生による就職対策講座／高崎市
内優良企業見学バスツアー／現役公務員
による就職相談会／大学生のための労働
法セミナー／就職ガイダンス／国際的な
仕事ってなんだろう？

6月

就職ガイダンス／業界研究&インターン
シップ合同企業説明会（夏）／インターン
シップガイダンス／公務員・民間併願就活
スケジュール解説講座／好印象を与える
話し方セミナー

7月 好印象を与える話し方セミナー／留学生向
けインターンシップ&就職セミナー

5月
特別企画講座 辻太一朗先生による就職
対策講座／高崎市内優良企業見学バスツ
アー

5月
「ようこそ高崎」バスツアー／特別企画講
座 辻太一朗先生による就職対策講座／
高崎市内優良企業見学バスツアー

6月 業界研究&インターンシップ合同企業説
明会（夏）／インターンシップガイダンス

7月 金融リテラシー講座

10月 業界研究&インターンシップ合同企業説
明会（秋）

2月 業界研究&インターンシップ合同企業説
明会（冬）

関東
73％

関東以外
26.9％

群馬
（高崎以外）
16.2％

群馬以外
77.8％

高崎
5.9％

地域別就職先の割合
（2020年度卒業生）

東北
4.9％

関東
（東京・群馬・高崎以外）

13.2％
東京
37.7％

海外・その他
0.9％

群馬（高崎以外)
16.2％

高崎
5.9％

東海
4.6％

甲信越
8.7％

北陸
2.8％中国

0.2％

近畿
1.9％四国

0.5％
九州・沖縄
0.7％

北海道
1.7％



就
職
率
民間等 大企業 47.0% 

中企業 22.0% 
小企業 16.8%

公務員 国　　家    1 .4%
地　　方   11 .9% 

教　員 公立・私立　  0.8% 

（2020年度卒業生実績）

業種別就職状況 （2020年度卒業生合計）

2020年度  主な就職先
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経済 1 0 0 34 37 4 85 20 69 64 13 19 3 4 9 11 3 33 44 5

2 0 0 18 31 4 44 23 65 58 13 15 6 4 8 12 6 23 71 1

合計

地域
政策

業
　
　
種

合
　
　
計

458

404

キャリア支援による、

高い就職率

(株)吉字屋穀店
キヤノンシステムアンドサポート(株)
キヤノンマーケティングジャパン(株)
(株)キャメル珈琲 
(株)クスリのアオキ 【5】
群馬トヨタ自動車(株) 【7】
群馬トヨペット(株)
群馬ヤクルト販売(株) 【2】
(株)ケーズホールディングス
(株)ゲオホールディングス 【2】
コストコホールセールジャパン(株)
(株)コメリ
三信電気(株) 【2】
(株)サンドラッグ 
サンリン(株)
サンワテクノス(株)
(株)ジアス
ＣＨＣ商事(株)
ＧＮホールディングス(株)
(株)ＪＡライフ富山
ＪＫホールディングス(株)
渋谷レックス(株) 
(株)島忠
(株)しまむら
(株)シモジマ
(株)ジンズ
(株)スズキ自販群馬
(株)スズキ自販北陸
鈴与商事(株) 【2】
生活協同組合コープあおもり
生活協同組合コープぐんま
生活協同組合コープみらい
(株)星光堂薬局
(株)セキチュー
(株)セブン－イレブン・ジャパン
センコー商事(株)
(株)第一興商
太陽自動車(株) 【4】
(株)タカチホ
(株)タカラコーポレーション
(株)ツルヤ
テルウェル東日本(株)
東京シティ青果(株)
トヨタモビリティパーツ(株)
(株)トヨタユーゼック
長野ダイハツ販売(株)
日産プリンス栃木販売(株)
日本電算機販売(株)
(株)ヌクイ
ネッツトヨタ群馬(株)
ネッツトヨタ高崎(株)
(株)ハードオフコーポレーション
(株)ビジョナリーホールディングス
(株)ビックカメラ
ビッグモーターグループ
(株)フェニックス 
富士スバル(株)
富士ゼロックス群馬(株) 【2】
(株)富士ホンダ
フジモトＨＤ(株)
(株)フレッセイ 【2】
(株)ベイシア 【5】
ベストメディカルサービス(株)
(株)ベルーナ
(株)ベルク
(株)ホンダカーズ埼玉
(株)マクニカ
(株)マルイチ産商
(株)メガスポーツ
(株)本久
(株)ヤオコー 【3】
(株)薬王堂
(株)山善 【2】
(株)ヤマダホールディングス
山梨スズキ販売(株)
(株)やまや
ユアサ商事(株)
豊商事(株)
(株)ヨシダ
(株)ヨドバシカメラ
リコージャパン(株) 【2】
(株)ローソン
渡辺パイプ(株) 

カネコ種苗(株)
富山中央青果(株)
飛騨五木(株)

農業、林業

(株)アイダ設計
青木あすなろ建設(株)
(株)石井工務店
オーク設備工業(株)
Ｃａｓａ　ｒｏｂｏｔｉｃｓ(株)
(株)柿本商会
(株)カチタス
(株)アルプスピアホーム
(株)村岡組
(株)カンドー 【2】
(株)きんでん 【2】
クシダ工業(株)
グランディハウス(株) 【2】
(株)クレア・ドール
群馬セキスイハイム(株) 【3】
佐田建設(株)
三栄電気工業(株)
三朋企業(株)
(株)秀建ビルド
スターツＣＡＭ(株)
関口廣建設(株)
セキスイハイム信越(株)
セキスイハイム東北(株)
大成建設(株)
大和ハウス工業(株)
(株)たけのうち電器
立川ハウス工業(株)
(株)ＴＣＧ
(株)テクノプロ・コンストラクション
日研トータルソーシング(株) 【2】
(株)ノーブルホーム
ビューハウス(株)
(株)ファイブイズホーム
(株)福田組
(株)冨士工
藤田エンジニアリンググループ 【2】
冬木工業(株)
フルテック(株)
(株)ホーク・ワン
北海電気工事(株)
ミサワホーム(株)
(株)ラックランド
Ｒｏｏｆ(株)
(株)ワイズサイン
綿半ソリューションズ(株)

建設業

製造業

電気、ガス、熱供給、水道業

(株)アートネイチャー
(株)アイエイアイ
ＡＩメカテック(株)
秋田プライウッド(株)
アスザックグループ
(株)アルビオン
(株)エアウィーヴ
(株)ＳＴＩフードホールディングス
エスビック(株)
ＮＥＣネットワーク・センサ(株)
(株)大島造船所
(株)岡本工作機械製作所
オリオン機械(株)
(株)キーテクノロジー
(株)ササクラ
キヤノン・コンポーネンツ(株)
京三電機(株)
共同カイテック(株)
共立継器(株)
(株)清国

(株)テラモト
東京ガスパイプネットワーク(株) 【2】
東北電力(株) 【3】
ＴＯＫＡＩグループ 【2】

(株)アーラリンク
アイ・オーシステムインテグレーション(株)
アヴァント(株)
(株)アクティス
(株)アグレックス
(株)アックス
(株)アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
(株)いえらぶＧＲＯＵＰ
イスミ設備設計(株)
(株)井上総合印刷
(株)インテック
(株)インフィニティエージェント
(株)ウエルストーン
(株)ＨＢＡ
(株)エーシーエス
(株)エーティーエルシステムズ
(株)エクストリンク
(株)ＳＰ
ＮＥＣソリューションイノベータ(株)

運輸業、郵便業
東京地下鉄(株) 
日本オイルターミナル(株)
東日本旅客鉄道(株) 【12】
北海道旅客鉄道(株) 【2】
東日本高速道路(株) 【2】
関東運輸(株)
(株)三和交通統轄本部
ジェイティ物流(株)
(株)ジャパンクイックサービス
東電物流(株)
東都自動車グループ
日本運輸(株) 【2】
日本梱包運輸倉庫(株)
日本交通(株) 【3】
(株)ハート引越センター
(株)物流サービス
(株)丸和運輸機関
名鉄運輸(株)
山田運送(株)
日本航空(株)
キムラユニティー(株)
ケイヒン(株)
帝蚕倉庫(株)
物産ロジスティクスソリューションズ(株)
(株)ホームロジスティクス
中日本高速道路(株) 【2】 

卸売業、小売業
アイディック(株) 
アクシアルリテイリンググループ
アルファグループ(株)
イオンリテール(株)
石川日産自動車販売(株)
イシグロ(株)
いすゞ自動車首都圏(株)
(株)板通
(株)ＩＤＯＭ 【2】
イノチオグループ
(株)イヤサカ
(株)イワキ 【2】
(株)ウオロク
NCC(株)
エノテカ(株)
荻野化成(株)
(株)ネクステージ
(株)カインズ 【2】
(株)スズキ自販新潟
関東いすゞ自動車(株)
(株)北関東マツダ

宿泊業、飲食サービス業

大学院進学者
【経済学部】
東北大学公共政策大学院
筑波大学人文社会ビジネス科学学術院
東京都立大学大学院システムデザイン研究科
明治大学会計大学院
早稲田大学大学院会計研究科会計専門コース
信州大学大学院総合人文社会科学研究科経済学分野
同志社大学大学院司法研究科　　　　　　　　　

【地域政策学部】
高崎経済大学大学院地域政策研究科 【4】
（※科目等履修生１名含む）
東北大学大学院環境科学研究科
青山学院大学大学院
横浜国立大学大学院都市イノベーション学府

(株)木暮旅館
東急リゾーツ＆ステイ(株) 【2】
(有)真里
(株)一家ダイニングプロジェクト
(有)草笛
スターバックスコーヒージャパン(株)
(株)ゼンショーホールディングス
(株)トリドールホールディングス 

※順不同　※【  】内の数字は複数就職・進学

3 0 0 52 68 8 129 43 134 122 26 34 9 8 17 23 9 56 115 6 862

仙台国税局 【2】
関東信越国税局 【2】
東京国税局 【2】
財務省
財務省東京税関
総務省関東管区行政評価局
東京出入国在留管理局
横浜地方裁判所
中部経済産業局
青森県庁
岩手県庁 【4】
宮城県庁
秋田県庁
山形県庁
茨城県庁
群馬県庁 【10】
埼玉県庁 【3】
山梨県庁
長野県庁
宮崎県庁
札幌市役所
千歳市役所
函館市役所
盛岡市役所
登米市役所
石岡市役所
つくば市役所
ひたちなか市役所
足利市役所 【2】
宇都宮市役所 【2】
大田原市役所
佐野市役所
真岡市役所 【2】
安中市役所
伊勢崎市役所
太田市役所 【2】
桐生市役所
渋川市役所
高崎市役所 【6】
館林市役所
富岡市役所
沼田市役所
藤岡市役所 【2】
前橋市役所 【2】
みどり市役所 【2】
川口市役所 【2】
熊谷市役所
日野市役所
阿賀野市役所
長岡市役所 【2】
高岡市役所
砺波市役所
金沢市役所
北杜市役所
上田市役所 【3】
佐久市役所
須坂市役所
山県市役所
掛川市役所
裾野市役所
西尾市役所
薩摩川内市役所
邑楽町役場
大泉町役場
みなかみ町役場
野田村役場
榛東村役場
喬木村役場
福島県警察
茨城県警察 【2】
栃木県警察
群馬県警察 【3】
新潟県警察
長野県警察
岐阜県警察
静岡県警察
兵庫県警察
富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
稲沢市消防  

公務（他に分類されるものを除く）

起業、創業、個人事業主 【6】

分類不能の産業

99.0%

(株)キンセイ産業
群栄化学工業(株) 【2】
(株)コバヤシ
(株)小間工業
サカエ理研工業(株)
(株)サンカ
サンケン電気(株)
(株)サンテックス
サンデンホールディングス(株)
(株)ジェイ・ステップ
四国化工機(株)
(株)鈴木
鈴与マタイ(株)
(株)スノーピーク
(株)ＳＵＢＡＲＵ
ダイソン(株)
タイヘイ(株)
太陽誘電(株)
(株)千代田製作所
(株)ツガワ
(株)ディーエイチシー
東邦工業(株)
トーソー(株)
(株)長野三洋化成
(株)なとり
(株)ＮＩＣＨＩＪＯ
(株)ニチネン
日清食品ホールディングス(株)
日本フルハーフ(株)
日本安全産業(株)
日本新薬(株)
(株)ニューケミカル
(株)原田
(株)フジコーポレーション
(株)武蔵野ホールディングス
北海道コカ・コーラボトリング(株) 
(株)ホンダ四輪販売関東中央
マルマテクニカ(株)
水上印刷(株)
三井金属商事(株)
ミヨシ油脂(株)
メタウォーター(株)
山崎製パン(株)
(株)やまひろ
(株)ヤヨイサンフーズ
(株)ユー・コーポレーション
(株)若草印刷   

情報通信業

(株)ＮＴＴ東日本－関信越
(株)大塚商会
(株)ＡＬＬ　ＣＯＮＮＥＣＴ
(株)オレンジアーチ
(株)ケイ・ジー・テー
(株)ドコモＣＳ東海
(株)ピーワールド
神田通信機(株)
絆ホールディングス(株)
キヤノンＩＴソリューションズ(株)
共同コンピュータ(株)
一般社団法人共同通信社
(株)クライム
(株)クラフト
(株)クランタス
(株)クリーブ
(株)ＫＤＤＩエボルバ
ケー・イー・エルテクニカルサービス(株)
恒和情報技研(株)
(株)Ｇｏｉｎｇ
(株)ＧＯＯＹＡ
コムシス情報システム(株)
(株)シー・エス・イー
(株)ジークス
(株)ジーシーシー 【4】
ＪＸアイティソリューション(株) 
(株)Ｊストリーム
ＪＢＣＣ(株)
(株)システナ 【3】
システム・アルファ(株)
(株)システム設計事務所 【2】
(株)ジャステック
(株)シャノン
(株)スカイウイル
(株)スタイルズ
スミセイ情報システム(株)
(株)セイノー情報サービス
(株)セールスフォース・ドットコム 
(株)ゼロワン
(株)セントラルシステムズ
ソフトウェア情報開発(株)
大樹生命アイテクノロジー(株)
大成ネット(株)
(株)タカインフォテクノ
都築電気(株)
Ｔ＆Ｄ情報システム(株)
(株)ティー・エス・アール
(株)ＤＮＰ情報システム
Ｔｅｃｈｎｏｃｒａｔｓ　Ｊａｐａｎ(株)
(株)テクノスジャパン
テクバン(株)
(株)デジタルベリー
テラテクノロジー(株)
(株)電翔
(株)トータルシステムデザイン
(株)トライアーチ
長野日本ソフトウエア(株)
日販テクシード(株)
日本ラッド(株)
日本コンピュータ・ダイナミクス(株)
日本システム技術(株)
日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ(株)
(株)ネクサス 【2】
ネクスアローズ(株)
(株)パーソンリンク
(株)ハイ・アベイラビリティ・システムズ
(株)ＢｕｙＳｅｌｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ
八十二システム開発(株) 【2】
(株)batton
(株)ハロネット
(株)ピーアンドアイ
(株)ぴーぷる
(株)日立インフォメーションエンジニアリング
(株)日立システムズ 【3】
(株)日立フーズ＆ロジスティクスシステムズ

(株)ビット・エイ
(株)ヒューマンクレスト 【2】
(株)ファインズ
福井コンピュータグループ
福島民友新聞社 
富士ゼロックスシステムサービス(株) 【2】
富士通ネットワークソリューションズ(株)
(株)フューチャーインフィニティ
(株)フロントエンド
ベルパークグループ 【2】
(株)ボードルア
(株)マネーフォワード
(株)ミロク情報サービス
メディアリンク(株)
(株)メビウス
(株)メンバーズ
(株)ヤマタネシステムソリューションズ
(株)ユーザーローカル
(株)ＵＳＥＮ－ＮＥＸＴ　ＨＯＬＤＩＮＧＳ
(株)両毛システムズ
(株)ルミエール
(株)ＬａｉｎＺ

桐生信用金庫 【4】
しののめ信用金庫 【3】
巣鴨信用金庫
諏訪信用金庫
高崎信用金庫 【3】
利根郡信用金庫 【2】
茨城県信用組合
長野県信用組合 【2】
新潟縣信用組合
静岡県労働金庫
中央労働金庫 【6】
東北労働金庫
長野県労働金庫
北海道労働金庫 【2】
群馬県信用保証協会 【2】
千葉県信用保証協会
東京信用保証協会
茨城県信用農業協同組合連合会
全国共済農業協同組合連合会群馬県本部
全国共済農業協同組合連合会長野県本部
全国労働者共済生活協同組合連合会
日本コープ共済生活協同組合連合会 【2】
ぐんま共済(協組)
栃木県農業(共済)
(株)ジェーシービー
岡三証券(株)
静銀ティーエム証券(株)
みずほ証券(株)
あいおいニッセイ同和損害保険(株)
ソニー生命保険(株)
第一生命保険(株)
東京海上日動火災保険(株)
ほけんの窓口グループ(株)
明治安田生命保険(相)
東日本建設業保証(株)
(株)エージェント
(株)セントラルパートナーズ
(株)フィナンシャル・エージェンシー
(株)ホンダファイナンス 

不動産業、物品賃貸業

(株)アクティオ
(株)ＡＭＢＩＴＩＯＮ
イーソーコグループ
イオンモール(株)
(株)オープンハウス 【2】
(株)共立メンテナンス
ぐんぎんリース(株)
群馬県住宅供給公社
(株)ケン・コーポレーション
コミュニティワン(株)
(株)湘建
創建不動産販売(株)
(株)大京アステージ
大東建託リーシング(株)
(株)ＴＦＤコーポレーション
(株)東宝ハウスホールディングス
(株)トーシンパートナーズ
栃木県土地開発公社
(株)９ＧＡＴＥＳ．
日本システムバンク(株)
野村不動産アーバンネット(株)
(株)ビジネスパートナー
三井不動産リアルティ(株) 【2】
ユナイト(株)　　　　　

学術研究、専門・技術サービス業
アイアルマーズ(株)
(株)アイデム
(株)アド・イーグル
荒井会計事務所 【2】
Ｌ＆Ｂヨシダ(税)
(株)オン・ザ・プラネット
関東測量(株)
(税)木村経営ブレーン
(株)ケー・シー・エス
(株)興和 【2】
(株)ＣＩＲＣＵＳ
(税)サリーレ
(株)ＣＳ－Ｃ
(株)ジェイアール東海エージェンシー
(株)スタートライン
(株)データフォーシーズ
(株)電通ダイレクトマーケティング
(株)電通テック
(株)土木管理総合試験所
(株)トレードワークス
日本クレアス税理士法人 高崎本部 吉田会計
(株)ニュージェック
(株)ネクシィーズグループ
Fifty　One　Media　Pte Ltd
藤井経営(株)
(株)ブリックス
(株)森エンジニアリング
(株)リクルート北関東マーケティング 【3】
レイス(株) 【2】

クラブツーリズム(株)
サンキョー(株)  
(株)センティスト
ハウステンボス(株)
(株)B-ST
(株)平成観光
むすびす(株)
(株)メモリード 

教育、学習支援業
石川県教育委員会
M.D.I.東京日本語学校
(学)KTC学園 KTCおおぞら高等学院
国際医療福祉大学・高邦会グループ
(大)信州大学
埼玉県教育委員会
(株)俊英館
高崎市教育委員会
(有)立華
(株)ティルウィンド
豊田市教育委員会
(株)トライグループ
(学)函館ラ・サール学園
ベルリッツ・ジャパン(株)
宮城県私立中学高等学校連合会
(大)山梨大学
(株)れんせい 

医療、福祉
(株)アインホールディングス
一般財団法人温知会　会津中央病院
(医)井上病院
(医)財団大西会千曲中央病院
(医)社団桐和会グループ
(株)ケアコロ
(株)ケアリッツ・アンド・パートナーズ
(福)渋川市社会福祉協議会
社会保険診療報酬支払基金
ＳＯＭＰＯケア(株)
独立行政法人国立病院機構北海道東北グループ
日本年金機構 【4】
日本赤十字社
(福)パール
(株)ピュアホームズ
(福)北伸福祉会
水戸済生会総合病院
公益財団法人宮城厚生協会
(福)恵の園
(医)社団美心会　黒沢病院

複合サービス事業
群馬県農業協同組合中央会
佐波伊勢崎農業(協組)
常総ひかり農業(協組)
新みやぎ農業(協組)
全国農業協同組合連合会長野県本部
高崎市農業(協組)
利根沼田農業(協組)
福光農業(協組)
前橋市農業(協組)

サービス業（他に分類されないもの）
(株)アウトソーシングテクノロジー
(株)アルテサロンホールディングス
(株)イイノ・メディアプロ
イオンディライト(株)
糸井商事(株)
糸井ホールディングス(株)
(株)インター・ベル
(株)ウィルオブ・コンストラクション
(株)エコランド
鹿島建物総合管理(株)
(株)ティーアイアール
(株)アイ・ディー・エー
ギグワークス(株) 【3】
(株)キャリー・オン
共同ネットワーク(株)
(株)廣済堂ビジネスサポート
公益財団法人さいたま市文化振興事業団
(株)サニクリーン東京
サンヴァーテックス(株)
(株)ＪＲ東日本環境アクセス
(株)ＪＲ東日本ステーションサービス 【3】
Ｓｐｒｉｎｇ(株)
セコム(株)
(株)ゼネラルリンクグループ
(株)第一ビルメンテナンス
(株)タケエイ
独立行政法人中小企業基盤整備機構 【2】
つばさホールディングス(株)
(株)ディスコ
日本郵便(株)
日本パーキング(株)
(株)ネオキャリア 【2】
パーソルマーケティング(株)
(株)ビースタイルホールディングス
(株)ビーネックスパートナーズ
(株)ファクトリージャパングループ
フォースバレー・コンシェルジュ(株)
(株)フタバ造園
(株)マーキュリー 【2】
(株)マイナビ 【2】
(有)おんがくやＳＲ企画
ＵＴコンストラクション(株) 【2】
ライクスタッフィング(株)
(株)ＬＩＸＩＬトータルサービス

(株)Ｌｉｎｇ
(株)ワールドインテック
(株)ワット・コンサルティング 

金融業、保険業
日本銀行 【2】
(株)商工組合中央金庫
(株)日本政策金融公庫 【5】
沖縄振興開発金融公庫
農林中央金庫
りそなグループ
(株)足利銀行 【3】
(株)伊予銀行
(株)大垣共立銀行
(株)群馬銀行 【16】
(株)七十七銀行 【3】
(株)清水銀行
(株)常陽銀行 【2】
(株)仙台銀行
(株)第四北越フィナンシャルグループ
(株)東和銀行 【6】
(株)八十二銀行 【10】
(株)武蔵野銀行
(株)山形銀行 【2】
(株)山梨中央銀行 【2】
(株)横浜銀行
住信SBIネット銀行(株)
(株)セブン銀行
アイオー信用金庫
北群馬信用金庫

生活関連サービス業、娯楽業



年間
授業料

両学部共通

520,800円

◎初年度納入金内訳

※1 高崎市民とは、入学年の4月1日現在において、本人又はその配偶者若しくは1親等の親族が、引き続き1年以上高崎市に住所を有する者をさします。
※2 授業料は前期・後期 各260,400円で合計520,800円です。前期分授業料は4月、後期分授業料は、10月の納入です。

• 両学部とも1・2年生前期分授業料の納入に併せて、両学部1年生はGTEC受検料、両学部2年生及び地域政策学部3年次編転入の3年生は、TOEIC受験料を納入いただきます。

私立大との初年度納入金比較

高崎経済大学同窓会及び高崎経済大学後援会には以下の奨学金があります。そのほか日本学生支援機構を
はじめとして、各種の奨学金制度を学内で申し込めます。

家計を支えている者の死亡や被災など、家計が急変し就学が困難になった学生で、事由
発生月から12か月以内、死亡の場合6か月以内に申請があったものを対象に審査し、給付
します。

（2020年度）

給付額（上限） 人数

400,000円 3人

（2020年度）

種類

日本学生支援機構（学習奨励費）

（一財）高崎経済大学後援会奨学金

ロータリー米山記念奨学金

JEES留学生奨学金（就職促進）

朝鮮奨学会奨学金

 

金額 人数

月額

月額

月額

月額

月額

  48,000円

  10,000円

100,000円

30,000円

25,000円

7人

6人

5人

3人

1人

日本学生支援機構

貸与額（月額）
50,000円、60,000円、

70,000円、80,000円から選択

貸与者数 8人

本学体育会に所属するスポーツ団体の学生に、本学が無利子で奨学金を貸与し、体育
会学生の就学及びスポーツ活動を支援することを目的としています。

また、卒業後群馬県内で就職した学生には、貸与額の半額を免除する特例を設け、
群馬県の地域活性化に貢献する意思を持つ人材を育成するとともに、群馬県内就
職の促進を図ります。

糸井商事スポーツ活動奨励奨学金

「大学等における修学の支援に関する法律」に基づき、2020年度から高等教育における修学支援新制度が開始されました。本学は、2021年度本制度の対象機関となっております。
詳細は、本学ホームページをご確認ください。なお、本制度の概要等については、文部科学省のホームページ等で確認してください。

修学支援制度について

高崎経済大学同窓会奨学金

留学生

※ 貸与月額等の詳細は日本学生支援機構のホームページでご確認ください。

アパートの平均家賃の比較（ワンルーム）

※家賃情報は各種資料から本学が独自に算出(2021年5月現在)
※家賃は、部屋の広さ、家屋の新旧、各設備、日当たり、交通の便等により異なります。

78,000円75,000円 69,000円 70,000円

渋谷区新宿区 豊島区 世田谷区

811人944人443人

給付奨学金

（無利子） （有利子）

貸与奨学金

第一種 第二種種類

人数
（2020年度）

アパート

各種サポート体制も万全

アルバイト 宅配便ロッカー

入学金 授業料※2 諸費用 合計

520,800円282,000円 106,300円 909,100円

520,800円141,000円高崎市民※1

一　般

106,300円 768,100円

2年次以降
授業料※2

520,800円

520,800円高崎市民※1

一　般

4年間合計
納入金

2,471,500円

2,330,500円高崎市民※1

一　般

本学 約91万円

私立大文科系学部平均 約117万円

私立大理科系学部平均 約154万円

（文部科学省「平成30年度私立大学入学者に係る初年度学生納付金平均額」より）

※1 本学周辺　※2 新宿区、渋谷区、豊島区、世田谷区の平均家賃

高 崎 39,000円
都 内 73,000円約

ワンルームの平均家賃

※2

※1

家賃の差も大きい！

本学周辺には多くのアパート物件があります。自分に合う生活条件を備えたアパートを見つけてください。以下に高崎と都内大学が比較的多く所在するエリアの平均家賃の平
均家賃の比較表を掲載しますので参考にしてください。

事務・サービス・販売等のほか、家庭教
師や塾講師など学生向けのアルバイト
紹介をキャリア支援チームを通じて
行っています。

1人暮らしの学生の利便性向上と、再
配達による宅配業者などへの負担を
減らすことができます。

学生ボランティア活動支援室
ボランティア活動に関する情報発信や、ボランティア活動希望学生に対する支
援・教育を行います。

自主活動支援

保健室
学生生活を健康に送ることができるよう、健康管理に関する業務を行っています。
健康診断や健康相談・傷の手当や急病のケア等、養護教諭または看護師が常駐し
対応しています。
身長・体重・体脂肪・血圧測定・尿検査・視力色覚検査・聴力検査などの測定ができ
ます。普通救命講習会や献血活動も行っています。

ヘルスケア 学生サポートルーム
本学が提供している様々な機会を、すべての学生が平等に受けられるよう支援
をしています。視覚障害、聴覚障害、発達障害学生等への支援として、履修・事務
手続きの配慮、試験時の配慮の相談、語学・演習・実習科目における配慮、授業
担当教員への配慮事項伝達、資料等の点訳・対面朗読、施設の整備、修学環境
の調整等を行っています。

障害学生支援

ハラスメント相談室
発生の予防及び対策、ハラスメントに起因する問題への対応。
ハラスメント防止対策委員会、相談室を設置しています。

ハラスメント

学生生活におけるあらゆる相談を受け付けています。勉強や進路に関することは
もちろん、スポーツや課外活動での心配事やトラブル・何となく体がだるくてやる
気がおきないなど、心身の健康全般についてカウンセラーや保健師等が常時相談
に応じています。
対面相談はもちろん、遠隔相談や、電話やメールによる相談も受け付けています。
個人にかかわる相談内容等の秘密は厳守します。

学生相談メンタルヘルスケア

※本学調べ



経済学部 学校推薦型選抜

募集人員

出願資格

選抜方法

出願期間

試験場

試験日

合格発表日

高崎

2021年11月1日（月）～11月8日（月）

2021年11月21日（日）

2021年12月1日（水）

募集要項 9月中旬HP公開予定

実施学部
学科名

経済学部（経済学科・経営学科・国際学科）

本学への入学を特に志望する者で、次の各号のすべてに該当する者
①高等学校又は中等教育学校を2022年3月卒業見込みの者
②人物・学力ともに優秀で、かつ、勉学意欲が旺盛で、学校長が責任
　をもって推薦できる者
③入学を許可された場合、本学への入学を確約できる者
《地域推薦においては》
④2022年4月1日現在において、本人自身、その者の配偶者又は1親等
　の親族が、引き続き1年以上高崎市に住所を有する者（2021年4月1
　日から2022年4月1日まで引き続き高崎市に住民登録のある者）
《英語重視推薦においては》
④本学が指定する英語外部検定試験において、以下のア～エのいず
　れか一つを満たしている者
　　ア　実用英語技能検定試験（英検）準2級以上
　　イ　TOEFL iBT 40点以上
　　ウ　GTEC 780点以上
　　エ　TOEIC（L&R） 400点以上
《商業等推薦においては》
④高等学校学習指導要領における専門教育に関する教科（商業）の
　科目のうち、簿記及び財務会計Ⅰを履修している者
⑤公益財団法人全国商業高等学校協会主催簿記実務検定試験1級
　を取得している者

100人　内訳：地域推薦15人・
　　　  全国推薦50人（※高崎市立高崎経済大学附属高校3人含む）・
　　　  英語重視推薦20人・商業等推薦15人

※それぞれの募集人員に対して、一校あたり3人まで推薦することができます。

◎地域推薦・全国推薦
　英語＊、小論文、面接試験、調査書等の提出書類により総合的に判定します。
◎英語重視推薦
　英語＊、面接試験、調査書等の提出書類により総合的に判定します。
　また、志願者が所持する本学が指定する英語外部検定試験の等級及
　びスコアに応じて加点します。
　注）英語重視推薦で合否判定が不合格の場合、「小論文」を受験して
　いることで、全国推薦での合否判定対象とします。このため、英語重視
　推薦志願者で「小論文」の受験も希望する者は、出願時に「小論文を
　受験する」にチェックの上、「小論文」を受験してください。
◎商業等推薦
　英語＊、面接試験、調査書等の提出書類により総合的に判定します。
　注）志願者が所持する資格に応じて加点をします。
　なお、対象となる資格は、英検準2級以上、日本商工会議所簿記検定試
　験2級以上及び公益財団法人全国商業高等学校協会が実施する「三種
　目以上1級合格者表彰制度」において試験種目としている検定試験です。
＊本学における課程履修に耐え得る最低限の英語能力を判定するため
　の基礎学力試験です。
※大学入学共通テストを免除します。

学校推薦型Ⅰ

学校推薦型Ⅱ（大学入学共通テスト利用）

出願要件

次の各号のすべてに該当する者
①地域社会の向上に貢献することに対し意欲・情熱・関心を持つ者
②学校長が責任をもって推薦できる者
③入学を許可された場合、本学への入学を確約できる者
④2022年度大学入学共通テストを3教科3科目（外国語を含む）以上受験する者

募集人員

出願資格

選抜方法

出願期間

合格発表日

2022年1月4日（火）～2022年1月12日（水）

2022年2月4日（金）

募集要項 9月中旬HP公開予定

実施学部
学科名 地域政策学部（地域政策学科・地域づくり学科・観光政策学科）

高等学校（中等教育学校、特別支援学校、高等専門学校、文部科学大
臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育
施設を含む）を2022年3月卒業（修了）見込みの者

45人

2022年度大学入学共通テスト3教科3科目（外国語を含む）の成績、学
校長の推薦書、調査書及び自己推薦書により総合的に判定します。
※書類選考のため、個別学力検査は実施しません。

試験日 2021年12月19日（日）
募集人員 若干人

試験場 高崎
募集要項 9月中旬HP公開予定

試験科目
志望論文（出願時提出）、
小論文、面接試験

◆ 帰国生徒

試験日 2021年12月19日（日）
募集人員 若干人

試験場 高崎、東京
募集要項 7月中旬HP公開予定

試験科目 日本留学試験の成績、
面接試験

◆ 私費外国人留学生

試験日 2021年12月19日（日）
募集人員 若干人

試験場 高崎
募集要項 10月中旬HP公開予定

試験科目 英語、小論文、面接試験

◆ 社会人

試験日 2021年12月19日（日）
※事前審査を要します。

募集人員 2年次 若干人
3年次 若干人

試験場 高崎
募集要項 7月中旬HP公開予定

試験科目

◆ 編入・転入学

英語、経済学・経営学の
基礎問題、面接試験

両学部合計
募集人員

930

志願者数

6,618

受験者数

4,230

合格者数

1,423

入学者数

961

入学試験
合格者点数内訳表

試験区分

経済学部 前期日程

経済学部 公立大学中期日程

地域政策学部 前期日程

地域政策学部 後期日程

合格者最高得点

679.00

625.50

622.50

481.00

合格者平均得点

561.39

510.43

544.17

434.62

合格者最低得点

515.50

464.50

520.00

419.00

満点

800

700

800

700

募集人員

出願資格

出願要件

選抜方法

出願期間

試験場

試験日

合格発表日

高崎・仙台

2021年11月1日（月）～2021年11月8日（月）

2021年11月21日（日）

2021年12月1日（水）

募集要項 9月中旬HP公開予定

実施学部
学科名 地域政策学部（地域政策学科・地域づくり学科・観光政策学科）

高等学校（中等教育学校、特別支援学校、高等専門学校、文部科学大
臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教
育施設を含む）を2022年3月卒業（修了）見込みの者又は2018年3月
以降卒業（修了）した者【卒業（修了）後4年以内】

次の各号のすべてに該当する者
①地域社会の向上に貢献することに対し意欲・情熱・関心をもつ者
②学校長が責任をもって推薦できる者
③入学を許可された場合、本学への入学を確約できる者

50人（高崎市立高崎経済大学附属高校5人含む）

学校長の推薦書及び調査書、自己推薦書・活動実績報告書、小論文
（英語に関する問題を含む）、面接試験により総合的に判定します。
※大学入学共通テストを免除します。

地域政策学部 学校推薦型選抜

試験区分

前期日程

後期日程

学校推薦型
選抜 Ⅰ

学校推薦型
選抜 Ⅱ

小計

3年次
編入・転入

2年次
編入・転入

帰国生徒

社会人

私費外国人
留学生

小計

募集人員

200

100

50

45

395

20

10

30

420

若干人

若干人

450

0 0 0 0

志願者数

1,036

1,365

128

147

2,728

52

0

87

45

132

2,860

受験者数

892

540

128

147

1,759

52

0

83

42

125

1,884

合格者数

294

172

52

45

589

26

0

20

11

31

620

入学者数

224

115

52

45

447

小計 2,676 1,707 563 436

11

0

16

11

27

474合計

地域政策学部

地域政策学部 その他の入試

経済学部 その他の入試

試験区分

前期日程

公立大学
中期日程
学校推薦型
選抜

小計

3年次
編入・転入

2年次
編入・転入

帰国生徒

社会人

私費外国人
留学生

小計

募集人員

140

240

100

480

若干人
25

科目等履修生
聴講生

2 2 2 2若干人

若干人

若干人

若干人

若干人

若干人

480

志願者数

520 

3,000

196

3,754

36

2

0

4

0

4

3,758

受験者数

476

1,641

195

2,342

28

0

2

4

0

4

2,346

合格者数

185

510

100

802

7

0

0

1

0

1

803

入学者数

143

240

100

486

小計 480 3,716 2,312 795 483

3

0

0

1

0

科目等履修生
聴講生 若干人 1 1 0 0

1

487合計

経済学部

日本留学試験の成績、
小論文、面接試験

試験日 2021年12月19日（日）

募集人員 若干人

試験場 高崎
募集要項 9月中旬HP公開予定

試験科目 志望論文（出願時提出）、
小論文、面接試験

◆ 帰国生徒

試験日 2021年12月19日（日）

募集人員 25人

試験場 高崎、東京
募集要項 7月中旬HP公開予定

試験科目

◆ 私費外国人留学生

志望論文（出願時提出）、
小論文、面接試験

試験日 2021年11月21日（日）

募集人員 若干人

試験場 高崎
募集要項 9月中旬HP公開予定

試験科目

◆ 社会人

試験日 2021年9月11日（土）

募集人員 2年次20人
3年次10人

試験場 高崎
募集要項 7月中旬HP公開予定

試験科目

◆ 編入・転入学

小論文、面接試験

＊地域政策学部は、3教科3科目対象者の得点です。 ＊合格発表日現在のもので、その後に追加合格者がある場合でも数値に含みません。

2021年度 入学試験実施状況

2022年度 特別選抜情報
一般選抜は、地元で受験することが可能なので、交通費等の経済的な負担や移動時間を
抑えることができます。

すべての入試区分でWeb出願を導入しています。

※大学院を除く

事前準備完了後、Web出願システムを使って
出願期間内にこれらのステップを完了させます。
1 学生募集要項の確認 3 出願登録・写真登録

5 出願書類の印刷

2 ガイダンスサイトにアクセス

4 入学検定料の支払い 6 出願書類の郵送 https://www.tcue.ac.jp/leafpage/652.html

Web
出願 こちらからアクセス！ ▶

（募集要項はホームページで公開予定、冊子の配布はありません）

入試情報は発行時点（2021年5月）のものです。諸般の事情により変更が生じる場合がありますので、
最新の情報はホームページで確認してください。

札幌

仙台

東京

金沢

岡山

福岡

名古屋

大阪高松

高崎

入学試験は全国10か所で実施

★地域政策学部後期日程を除きます。
※詳細については募集要項をご確認ください。

札幌 仙台 高崎 東京 金沢

名古屋 大阪 岡山 福岡★高松

※中期日程は追加合格者10人を含む



前期日程

3教科3科
目を選択解
答してくださ
い。
なお、3教科
より多く受
験した場合
は、高得点
の3教科を
採用します。

2教科2科
目を選択解
答してくださ
い。
なお、2教科
より多く受
験した場合
は、高得点
の2教科を
採用します。

①試験日　2022年3月12日（土）
②試験場　高崎・札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪・岡山・高松
③試験科目及び試験時間

（1）個別学力検査

（2）大学入学共通テストと個別学力検査の配点・換算方法

●5教科5科目を受験する方法

●5教科5科目を受験する方法

●3教科3科目を受験する方法

●3教科3科目を受験する方法

（2）大学入学共通テストと個別学力検査の配点・換算方法

【選抜方法（前期・後期共通）】

（3）合格発表日

2022年3月21日（月）　午前10時から

（3）合格発表日

地域政策学部（地域政策学科・地域づくり学科・観光政策学科）

9:30～11:00
出題科目

学部時間

小論文

9:40～
12:00

地域政策学部（地域政策学科・地域づくり学科・観光政策学科）

地理歴史

出題科目

学部
時間

選択方法教科

小論文 必須ー

公民

数学

「世界史B」、「日本史B」、「地理B」、
「政治・経済」

数学Ⅰ、数学A、数学Ⅱ及び数学Bを合わ
せたものを「数学」として出題（数学Aは
全範囲、数学Bは、「数列」、「ベクトル」を
出題範囲とする）

1教科1科目
を選択解答
してください。

①試験日　2022年2月25日（金）
②試験場　高崎・札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪・岡山・高松・福岡
③試験科目及び試験時間

（1）個別学力検査

大学入学共通テストを5教科5科目以上受験した人については、5教科5科目受験
による選抜と、3教科3科目受験による選抜の2つの選抜の対象となります。3教
科3科目又は4教科4科目受験した人については、3教科3科目受験による選抜の
対象となります。
5教科5科目で選抜する合格者は、定員の概ね50％とします。5教科5科目の合格
者は、3教科3科目の選抜の対象から除外されます。
3教科3科目で選抜する合格者は、定員の概ね50％とします。

①

②

③

1,350点

外国語  国語  地理歴史  公民  数学  理科

総点

350点＋
150点×
4科目
＝950点

200点×
2科目
＝400点

合計

200点200点

小論文　  地理歴史    公民　   数学　

各科目を150点に換算します。
350点に
換算
します。

教科別配点試験の区分

大学入学
共通テスト

個別学力検査

800点

外国語  国語  地理歴史  公民  数学  理科

総点

200点＋
100点×
2科目
＝400点

200点×
2科目
＝400点

合計

200点

小論文　  地理歴史    公民　   数学

教科別配点試験の区分

大学入学
共通テスト

個別学力検査

各科目100点
200点

200点

（国語を100点に換算します。）

700点

外国語  国語  地理歴史  公民  数学  理科

総点

200点＋
100点×
2科目
＝400点

300点

合計

小論文

教科別配点試験の区分

大学入学
共通テスト

個別学力検査

各科目100点
200点

300点

（国語を100点に換算します。）

1,250点

外国語  国語  地理歴史  公民  数学  理科

総点

350点＋
150点×
4科目
＝950点

300点

合計

300点

小論文

教科別配点試験の区分

大学入学
共通テスト

個別学力検査

2022年3月4日（金）  午前10時から

後期日程

経済学部の入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

大学入学共通テストを次の指示に従い、受験してください。
〈前期日程〉　　　　　　外国語を含む4教科4科目を選択解答してください。
〈公立大学中期日程〉　　外国語を含む3教科3科目を選択解答してください。

＊『英語』でリスニングを受験しない場合は、失格となります。
＊『地理歴史、公民』『理科②』で2科目受験した場合は、第1解答科目の得点を採用し
　ます。

次のいずれかに該当し、本学が指示する2022年度大学入学共通テストの教科・科
目を受験した者とします。

2022年1月24日（月）～2月2日（水）
＊2月2日までの通信日付印（消印）有効

1 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者又は2022年3月卒業見込みの者
2 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により
これに相当する学校教育を修了した者を含む）又は2022年3月修了見込みの者
3 高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は2022年
3月31日までにこれに該当する見込みの者

Ⅰ　出願資格（前期日程・公立大学中期日程）

Ⅱ  出願期間（前期日程・公立大学中期日程）

本学が指示する2022年度大学入学共通テストの教科・科目及び本学が実施する
個別学力検査の成績ならびに調査書を総合して判定します。

Ⅲ  選抜方法（前期日程・公立大学中期日程）

大学入学共通テスト

募集人員

経済学部

数学Ⅰ、数学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ、
数学Ⅱ・数学B、
簿記・会計、情報関係基礎

①から2科
目又は②
から1科目
を選択

学部 入学
定員 学校推薦型前期日程 公立大学

中期日程
学科

経済 経営

国際

200人

経済 200人

80人

100人140人

一般選抜 特別選抜

240人

国語 国語

出題科目教科 科　　目
選択方法

外国語

公民

数学

理科

解答する教科・科目

前期日程 公立大学
中期日程

地理
歴史

1科目を
選択 必須 必須

1科目を
選択

1科目を
選択

世界史A、世界史B、日本史A、
日本史B、地理A、地理B
現代社会、倫理、政治・経済、
倫理,政治・経済

英語（リスニング含）、ドイツ語、
フランス語、中国語、韓国語

物理基礎、化学基礎、
生物基礎、地学基礎①

物理、化学、生物、地学②

①試験日　2022年2月25日（金）
②試験場　高崎・札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪・岡山・高松・福岡
③試験科目及び試験時間

（1）個別学力検査

①試験日　2022年3月8日（火）
②試験場　高崎・札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪・岡山・高松・福岡
③試験科目及び試験時間

（1）個別学力検査

9:40～
12:00

800点

外国語  国語  地理歴史  公民  数学  理科

総点

100点×
4科目
＝400点

200点×
2科目
＝400点

合計

各科目200点

国語 　　   数学　  　　外国語　

各科目100点
（外国語及び国語を100点に換算します。）

教科別配点試験の区分

大学入学
共通テスト

個別学力検査

経済学部（経済学科・経営学科・国際学科）

国語

外国語

数学

公民

地理歴史

出題科目

学部
時間

選択方法教科

国語総合と国語表現、現代文A、現代文B、古
典A、古典Bを合わせたものを「国語」として出題

数学Ⅰ、数学A、数学Ⅱ及び数学Bを合わせた
ものを「数学」として出題（数学Aは全範囲、
数学Bは、「数列」、「ベクトル」を出題範囲と
する）

コミュニケーション英語基礎、コミュニケー
ション英語Ⅰ、コミュニケーション英語Ⅱ、コミュ
ニケーション英語Ⅲ、英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ
を合わせたものを「英語」として出題

（2）大学入学共通テストと個別学力検査の配点・換算方法

2022年3月4日（金）　午前10時から

（3）合格発表日

700点

外国語  国語  地理歴史  公民  数学  理科

総点

100点×
3科目
＝300点

200点×
2科目
＝400点

合計

各科目200点

国語  地理歴史  公民  数学  外国語　

各科目100点

教科別配点試験の区分

大学入学
共通テスト

個別学力検査

（2）大学入学共通テストと個別学力検査の配点・換算方法

（3）合格発表日

2教科2科目
を選択解答
してください。

ただし、地理歴史
と公民の2教科
については、出題
4科目のうちから
1科目しか選択解
答できません。

9:40～
12:00

経済学部（経済学科・経営学科・国際学科）

国語

出題科目

学部
時間

選択方法教科

外国語

数学

国語総合と国語表現、現代文A、現代文B、古
典A、古典Bを合わせたものを「国語」として出題

コミュニケーション英語基礎、コミュニケー
ション英語Ⅰ、コミュニケーション英語Ⅱ、コミュ
ニケーション英語Ⅲ、英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ
を合わせたものを「英語」として出題

2教科2科目
を選択解答
してください。

2022年3月21日（月）　午前10時から

（外国語及び国語を100点に換算します。）

「世界史B」、「日本史B」、「地理B」
「政治・経済」

数学Ⅰ、数学A、数学Ⅱ及び数学Bを合わせた
ものを「数学」として出題（数学Aは全範囲、数
学Bは、「数列」、「ベクトル」を出題範囲とする）

前期日程

公立大学中期日程

地域政策学部の入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

大学入学共通テスト

地域政策学部では、「卒業認定・学位授与の方針」、「教育課程編成・実施の方針」に定め
る教育を受けるための条件として、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備
えた人を求める。

大学入学共通テストを次の指示に従い、受験してください。
〈前期日程・後期日程〉外国語を含む5教科5科目又は外国語を含む3教科3科目を選
択解答してください。

＊『英語』でリスニングを受験しない場合は、失格となります。
＊『地理歴史、公民』『理科②』で2科目受験した場合は、第1解答科目の得点を採用します。

1 大学で学ぶための基礎的な学力を身に付けている人
2 聞く・話す・読む・書くという基礎的なコミュニケーション能力を身に付けている人
3 地域社会に関する幅広い問題意識を持っている人
4 地域社会が直面する諸課題の解決に積極的に取り組む意欲を持っている人
5 大学内外の人たちと協力して学修・研究に取り組むことができる人

次のいずれかに該当し、本学が指示する2022年度大学入学共通テストの教科・科
目を受験した者とします。

2022年1月24日（月）～2月2日（水）
＊2月2日までの通信日付印（消印）有効

1 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者又は2022年3月卒業見込みの者
2 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれ
に相当する学校教育を修了した者を含む）又は2022年3月修了見込みの者
3 高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は2022年
　3月31日までにこれに該当する見込みの者

Ⅰ　出願資格（前期日程・後期日程）

Ⅱ  出願期間（前期日程・後期日程）

本学が指示する2022年度大学入学共通テストの教科・科目及び本学が実施する
個別学力検査の成績ならびに調査書を総合して判定します。

Ⅲ  選抜方法（前期日程・後期日程）

地域政策学部

募集人員

世界史A、世界史B、日本史A、
日本史B、地理A、地理B
現代社会、倫理、政治・経済、
倫理,政治・経済

国語

地理
歴史

1科目を
選択

1科目を
選択

1科目を
選択

必須

必須

必須

必須

必須

国語

教科

外国語

公民

数学

理科

前期日程・後期日程

5教科
5科目
受験

3教科
3科目
受験

必須

科　　目
選択方法出題科目

解答する教科・科目

英語（リスニング含）、ドイツ語、
フランス語、中国語、韓国語

数学Ⅰ、数学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ、
数学Ⅱ・数学B、
簿記・会計、情報関係基礎

①から2科目
又は②から1
科目を選択

物理基礎、化学基礎、
生物基礎、地学基礎①

物理、化学、生物、地学②

2教科2科目
を選択解答し
てください。
なお、2教科
より多く受験
した場合は、
高得点の2
教科を採用し
ます。

50人200人 45人 25人100人

学部 入学
定員 前期

日程
後期
日程

私費
外国人
留学生

地域
政策

学科

150人

150人

学校
推薦型Ⅰ

学校
推薦型Ⅱ

120人

一般選抜 特別選抜

地域政策

地域づくり

観光政策

共通テスト
利用（ ）

3教科3科目
を選択解答
してください。
なお、3教科
より多く受験
した場合は、
高得点の3
教科を採用
します。

2教科2科目
を選択解答
してください。
なお、2教科
より多く受験
した場合は、
高得点の2
教科を採用
します。

各科目を150点に換算します。
350点に
換算
します。

2022年度 一般選抜情報

入試情報は発行時点（2021年5月）のものです。諸般の事情により変更が生じる場合がありますので、
最新の情報はホームページで確認してください。

（募集要項は11月中旬ホームページで公開予定、冊子の配布はありません）

経済学部では、将来、国内外の経済、社会の第一線で活躍する人材を育成するために、以
下のような資質を備えた人を積極的に受け入れる。 
１　高校までの以下の学習の内容をきちんと身につけている人 
（１）日本語、また英語における「読む」「聞く」「話す」「書く」の技能の基礎 
（２）数理的に思考するための能力の基礎 
（３）社会科学を学習する前提となる幅広い知識 
２　１を基に、論理的に思考し、自身の考えを他者に伝えることができる人 
３　経済、経営、国際社会に強い関心があり、自ら主体的に学ぶ人
４　多様な意見を尊重し、他者と協力して学習や課外活動に取り組める人
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	TCUE2022_P44P45_地域づくり学科_ゼミナール_low
	TCUE2022_P46P47_観光政策学科_low
	TCUE2022_P48P49_観光政策学科_ゼミナール_low
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